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令和３年第１回今帰仁村議会定例会会議録 

招  集  年  月  日 令和３年３月８日 

招 集 場 所 今帰仁村議会議場 

開 延 会 日 時 

及 び 宣 告 

開   議  ３月９日 午前10時00分 

延   会  ３月９日 午後４時14分 

出 席 （ 応 招 ） 議 員 

議席番号 氏   名 議席番号 氏   名 

１ 島 袋   誠 ８ 與 那 勝 治 

２ 上 原 祐 希 ９ 山 城   太 

３ 與那嶺   透 10 與 儀 常 次 

４ 座間味   薫 11 嘉 陽   崇 

５ 座間味 邦 昭   

６ 吉 田 清 尊   

７ 玉 城 みちよ   

欠席（不応招）議員 
    

    

会 議 録 署 名 議 員 10 與 儀 常 次 11 嘉 陽   崇 

職 務 の た め 議 場 

に 出 席 し た も の 

事 務 局 長 我那覇 尚 一 書 記 大 木 明 美 

局 長 補 佐 
兼 議 事 係 長 玉 城 民 枝   

地方自治法第12 1条に 

より説明のため議場に 

出席した者の職氏名 

村 長 久 田 浩 也 経 済 課 長 久 田 哲 史 

副 村 長 比 嘉 克 雄 住 民 課 長 仲 村 美奈子 

教 育 長 玉 城   奎 福祉保健課長 宮 里   晃 

総 務 課 長 我那覇 隆 文 
幼 保 連 携 
推 進 室 長 久 田 友 也 

企画財政課長 田 港 朝 津 会 計 管 理 者 金 城 寛 樹 

学校教育課長 桃 原 秀 樹 
総務課補佐兼 
総 務 係 長 上 原 一 也 

社会教育課長 嘉 陽   健   

建 設 課 長 兼 
水 道 課 長 嶺 井 雄 二   
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令和３年第１回今帰仁村議会定例会 

 

議事日程第２号 

令和３年３月９日（火曜日） 

１．開 議 午前10時 

２．付議事件及び順序 

日程 

番号 
議案番号 事    件    名 摘 要 

１ 議案第 2 1号 令和２年度今帰仁村一般会計第12回補正予算について 
質 疑 
討論・採決 

２ 議案第 2 2号 令和２年度今帰仁村国民健康保険特別会計第５回補正予算につい

て 

質 疑 
討論・採決 

３ 議案第 2 3号 令和２年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計第３回補正予算につ

いて 

質 疑 
討論・採決 

４ 議案第 1 0号 今帰仁城跡観覧料徴収条例の制定について 質  疑 

５ 議案第 1 1号 今帰仁村課設置条例の一部を改正する条例について 質  疑 

６ 議案第 1 2号 今帰仁村立学校設置条例等の一部を改正する条例について 質  疑 

７ 議案第 1 3号 今帰仁村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について 

質  疑 

８ 議案第 1 4号 今帰仁村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 質  疑 

９ 議案第 1 5号 今帰仁村園芸農業活性化事業基金条例を廃止する条例について 質  疑 

10 議案第 1 6号 村道路線の変更について 質  疑 
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○ 座間味 薫 議長 ただいまの出席議員は11名です。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会

議を開きます。 

（開議時刻 午前10時00分） 

 日程第１．「議案第21号 令和２年度今帰仁村一般会計第12回補正予算について」を議題とします。 

 歳入一括、歳出１款から４款。６款から10款で行います。 

 これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 歳入11ページ、１款村税、２項固定資産税、１目固定資産税、１節340万

6,000円の土地、家屋、償却資産とありますけど、説明を求めます。どこを売ったのかということで。 

 次、歳入27ページ、15款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金の８節新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金１億4,372万7,000円の説明と、２目民生費国庫補助金の７節児童福祉費

補助金の子ども・子育て支援交付金から最後に、放課後児童健全育成事業とありまして、みんな収入の減

額になったのはどういう理由なのか、説明求めます。 

 32ページ、16款県支出金、２項県補助金の１目総務費県補助金の２節沖縄振興交付金事業補助金の沖縄

振興特別推進交付金のマイナス3,560万円と、その下の４目農林水産業費県補助金の１節農業費補助金の

農業次世代人材投資資金推進事業357万円、それと災害に強い高機能型栽培施設の導入推進事業1,648万円

の減額、なぜなのか。これは施設をつくる人がいなかったのか。お伺いします。以上、説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 仲村美奈子住民課長。 

○ 仲村美奈子 住民課長 ただいま10番與儀常次議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 11ページ、固定資産税の計上をさせていただいております。土地、家屋、償却資産ともに増額を見込ん

でのものでございますが、こちらにつきましては、納税義務者の皆さまに税を納めていただいた分になり

ます。予算計上時点で、当初予算から、予算計上時点で現に収入があった額を押さえて、前年度の実績や

収納率を参考に、今年度の見込額をあげております。土地、家屋、償却資産ともに増額であげさせていた

だいております。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 10番與儀常次議員の質疑について、説明いたします。 

 27ページ、15款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金の８節新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金の１億4,372万7,000円の計上でございますが、これはいわゆるコロナ対策として、

国からの交付金の３次配分によります今帰仁村への配分額でございます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 久田友也幼保連携推進室長。 

○ 久田友也 幼保連携推進室長 10番與儀議員の質疑について、ご説明いたします。 

 27ページ、７節の児童福祉費補助金の減額についてですが、主な理由としては、人件費の減によるもの

と、各保育所等、学童等の実績による減となっています。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 質疑について、説明いたします。 

 32ページの16款県支出金、２項県補助金、１目総務費県補助金、２節沖縄振興交付金事業補助金のマイ
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ナス3,560万円の計上でございますが、いわゆる一括交付金事業で予定していた事業がコロナ関連の影響

を受けまして、イベント等の実施ができない状況がありました。それに伴いまして計画したとおりに実施

できなかった部分のその事業費の減額でございます。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 10番與儀常次議員の質疑に対しまして、説明いたします。 

 32ページ、16款県支出金、２項県補助金、４目農林水産業費県補助金の１節農業次世代人材投資資金推

進事業の357万円の増額補正ですけれども、この事業については、新規就農者に年間最大で150万円給付す

る事業でございますけれども、２名の増によります交付決定通知がありまして、その分の増額となってお

ります。 

 続きまして、同じく１節の災害に強い高機能型栽培施設の導入推進事業1,648万円の減額の計上につき

ましては、計画を前年度から立てておりまして、それの精査、県とのヒアリングのときに精査していきま

すので、そのときの面積の減と、入札の結果、減額によるということで、この金額のマイナス計上という

ことになっております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 一つ一つやっていきたいと思います。 

 11ページ、課長の説明では収入があったと答弁があったんですけど、土地は村有地を売却したのか。64

万7,000円、それと償却資産も村の財産を売却した収入なのか。お伺いします。家屋は新しいお家ができ

たということで、同じこの課税の収入だと認識していいのか。新しいお家ができて、この194万2,000円は、

税金で増になったということで理解していいのか。家屋はですね。土地と償却資産は、村の財産を売却し

た税金なのか、お伺いします。 

 次に27ページ、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、課長の説明では、コロナ対策の事

業で使っていいということでありますので、これは各自治体の独自の対応策でも使える予算なのかですね。

今帰仁村はこういった事業で使いたいとか。いろいろとみんな決まった予算の使い方なのか。このお金は、

自分たちで住民サービスとかいろいろありますよね。これにメニューは自分たちで決めて使える予算なの

か、お伺いします。 

 ７節の児童福祉費補助金は、県が減額したから、村もそのまま減額という形になるのか。子育て支援交

付金とかいっぱいあって、虐待防止とか、子育て支援交付金の事業で支援員とかの予算をつけていたのか。

じゃあこの支援員の予算は今後どうしていくのかとかとあると思うんですけど、この減額になったから、

現場でもこの対応でやっていくのか。現場は去年どおりの体制でいくのか、お伺いします。 

 次に32ページ、沖縄振興交付金事業補助金は、イベントの減で3,560万円減ということで説明があった

んですけど、コロナでイベントができなかった。今年コロナが解消したら、これもまたこの事業が戻って

くるのか。昨年はコロナのために事業を計画したのができなかった。だけどそういう事業もイベントは開

催すると、戻ってくるのかどうか、お伺いします。 

 次に、農業費補助金の農業次世代人材投資資金推進事業、これは課長、前にあった青年就農の補助金と

して理解していいですか。じゃあ今年は、若い青年が２人専業農家ということで登録したということで理
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解をしていいですね。それと今までにこの青年就農、年間150万円、５年間で750万円、これは今まで勉強

した結果ですね。利用は３人にまかせるということで聞いていますけど、これあたってリタイアした人が

いた場合は、補助金返還命令があるのか。この補助金をもらった人が、なければいっぱい取って返さなく

ていいのかどうかですね。ということでお伺いします。以上。 

○ 座間味 薫 議長 仲村美奈子住民課長。 

○ 仲村美奈子 住民課長 ご説明いたします。 

 今回、土地、家屋、償却資産で、まとめて固定資産税でございますが、増額で計上させていただいてい

る分は、売却したとかではなくて、納税していただく村民の皆様や、納税義務者の方に納めていただく税

金のことでございます。今回、前年度の徴収実績や12月末での徴収実績等を踏まえて、補正前の額にそれ

ぞれ増額しても十分に、徴収もできるだろうという見込み額でございます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 27ページの新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の事業でございますが、その使えるメ

ニューとしましては、国のほうからモデルケースが示されております。その中で合致する部分であれば、

すんなりと採択されます。それ以外の項目で使うとなると、また国との協議が必要でその分、承認が必要

という形になります。現在は国が示されている事業のモデルケースの中での活用を考えている状況でござ

います。 

○ 座間味 薫 議長 久田友也幼保連携推進室長。 

○ 久田友也 幼保連携推進室長 ただいまの質疑について、ご説明いたします。 

 村の実績をもとに、国に報告をしていますので、必要額としては国から入ってくるということになって

います。先ほど人件費等については、虐待であれば、社会福祉士を今年は確保できずに、そういうふうに

減になったという要因となっています。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 32ページ、16款、２項、１目の２節ですか。沖縄振興交付金事業補助金についてですけれども、議員が

ご指摘のとおり、コロナが収束、もしくは新しい生活様式にのっとったイベント等で対応できるのであれ

ば、もちろん今帰仁村のＰＲ、もしくはさらには活性化が図れますので、そのあたりを十分に踏まえて、

イベントについては計画していきたいと、実際に今計画を進めておりますので、決定については年度あけ

になりますけれども、可能な限り進めていきたいと考えております。 

 続きまして、同じページの４目１節の農業次世代人材投資資金推進事業についてですけれども、これま

で補助金の返還命令等について、あるかという趣旨の質疑であったと思いますけれども、記憶する限りは

ありません。あとリタイアについても、まだ村についてはないかと考えております。もちろん、その返還

の項目があるかということでありますけれども、それはあります。例えば、今議員がおっしゃったように

リタイアして、何の連絡もなしにリタイアするとか、そういったことに関しては返還の義務が生じるもの

と理解しております。ただ村の場合はしっかりとその事業を活用して、様々な活用をしている本人の意志
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でございますけれども、その中で活用しているものと理解しております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 大体わかりました。 

 それと課長、人材育成ですね。農業のためのお金ということで国から専業農家ということで、若者が農

業に従事したときに補助として５年間で750万円ということであります。これは５年、10年したら、社会

情勢も変わって、途中でリタイアした場合は、今までは返還ないということですけれども、今後コロナ禍

で時代変わってきて、社会情勢も変わってきて、農業ではできないということで途中でやった場合も、こ

れは返還しなくていいのかどうか。これで今、農家が一生農業をしなければこれでできないこの事業をも

らえないということならば、大変なプラスマイナスが出てきますので、これ何年間、義務があるのかどう

か。これをもらったら。この縛りがあるのかですね。これ補助事業を受けたおかげで一生、仕事は農業か

ら転職できないのかどうか。お伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前10時22分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前10時23分） 

 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 制度が前は青年就農給付金、今は後継の事業で農業次世代人材投資資金推進事業というふうに変わって

おります。その変わる中でいろいろと今、議員がおっしゃる内容が変わってくることもございます。前は

当初借りているものを全て自分の土地にしなければならないとか。様々な制約がございましたけれども、

現在所得の制限とかもございまして、その詳細につきましては、ちょっと今手元にございませんので、た

だしその内容によっては、議員おっしゃるとおり補助金の返還も生じてくるものと理解しております。細

かい資料につきましては、また後で提供したいと思いますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ほかに質疑ありませんか。３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 歳入、質疑いたします。 

 22ページお願いします。11款１項地方交付税、１目地方交付税の中の２節特別交付税、減額の6,882万

9,000円となっておりますが、これについての説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ３番與那嶺 透議員の質疑について、説明いたします。 

 22ページ、11款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税の２節特別交付税で減額の6,882万9,000

円でございますが、そちらのほうは、今帰仁村から国のほうへ報告しています特殊財源需要額という報告

がございます。その名称の報告と。それと基礎的基準の報告もされております。その中でいろんな財政で

予算で計上した実績を報告していくわけなんですが、それに経費とか、そういった算定がされていきまし

て、最終的には国の配分が総額の配分によって決定されていきますので、特段どういったことが今帰仁村

に起こったから、特別交付税が減ったという説明は国のほうからなされておりません。総額的にその金額

になるということだけが、国のほうから示されて減額になるという状況でございます。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 
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○ ３番 與那嶺 透 議員 ちょっと難しい言葉が並んで、理解が難しいんですけれども、要するにコ

ロナとか、そういった関係で何か事業をやりたかったけど、できなくて、それが減になったとか、そうい

うことではなく、何といいますか。もともとこれだけ国から来る予定のものが、ちょっと国のほうで算定

されて減額になったという理解でいいのか。伺います。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 議員のおっしゃるとおり、基礎的数値としましては、全て例年そんなに大きな変動はないんですが、今

帰仁村から報告はされております。その中で国が持っている予算の中で配分を全国的に配分をしていきま

すので、それがトータル的に大きく減額になっているという状況は、昨今のこのコロナウイルス感染症対

策の対応の関係なのかなということは想定はされるんですが、実際にはそういう意味で減額になっている

という国からの説明はございません。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 大体、理解はできました。 

 すると、ほかの市町村もこういうふうに減額になっているのかですね。わかればでいいんですが説明を

求めます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 詳しく各市町村に問い合わせているわけではないんですが、正式ではないんですが、いろんな情報交換

の中では減額されているというふうに、他市町村でもそういうふうに減額されているということを伺って

おります。 

○ 座間味 薫 議長 ほかに質疑ありませんか。５番座間味邦昭議員。 

○ ５番 座間味邦昭 議員 議案第21号に関して、歳入に関して質疑いたします。 

 先ほどとちょっとかぶるんですけれども、今話を聞いてもう一度聞いてみたいと思いまして、22ページ

の１目２節の特別交付税6,882万9,000円の減、先ほどの説明ではちょっと全国的に各自治体が減になった

と。村としては、この全くこれだけ6,882万9,000円というと、すごい金額になっているので、その原因と

いうのはやはり検討がつかないという答えなのか。それとこの特別交付税のお金というのは、どういった

使い道の予算だったのか。普通交付税とは違って、何か特別交付税というのは何か特別な目的がある予算、

歳出のほうで使う原資になっているお金だったのか。その辺これの使い道、予定だったものを教えていた

だきたいと思っております。 

 それと26ページの１目11節児童手当負担金、国から大分この児童手当の負担金が減になっていますけれ

ども、これは子供の数が想定したよりも少なかったという原因なのか。この国の割合負担分の、減の要因

の説明を求めます。 

 32ページ、３目１節こども医療費助成事業補助金ということで378万円の減なんですけれども、これは

たしか医療費の無償化だったんじゃないかと思いますけれども、この減になった要因の説明を求めます。 

 39ページ、４目４節今帰仁城跡入場料とか入館料がマイナス1,100万円となっていますけれども、コロ
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ナの影響で減ったとは思ってはいますけれども、もしコロナがなかったときには当初、予定はどれぐらい

にしていたのか。それと今年度、コロナの影響で実際にこれぐらいだろうという見込みの当初の予定の影

響がなかった場合の予定額と、あと今年度は影響があって、これぐらいだろうという金額がわかれば説明

を求めます。 

 40ページ、７目１節その他債で、減収補塡債2,400万円余、これはどういうものなのか。説明を求めま

す。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前10時32分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前10時33分） 

 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ５番座間味邦昭議員の質疑について、説明いたします。 

 22ページの11款１項１目２節、特別交付税でございますが、その交付税として入ってくる歳入につきま

しては、村の一般財源化として、様々な事業等に充てることができます。通常の国庫補助事業でしたら、

この使い道は限定されますが、この特別交付税については一般財源化されて様々なものとして、財源手当

てをすることができるメニューでございます。 

○ 座間味 薫 議長 宮里 晃福祉保健課長。 

○ 宮里 晃 福祉保健課長 ただいまの５番座間味邦昭議員の質疑について、ご説明いたします。 

 26ページ、15款１項１目11節児童手当負担金になりますが、これは児童手当に関する国の負担金で、31

ページの県負担金にも類するものでございますが、実際にこの件につきましては、当初の見込み数より

減っているという状況です。実際に、兄弟のいる世帯であれば、４月に転出するとこの兄弟分の１年間の

額が減額になってきますので、想定される減額の範囲内なのかなというところで感じております。 

 あと32ページのこども医療費助成事業に関しましては、おっしゃるとおり昨年の９月医療分から医療費

の小学校医療の通院が無償化になっております。これも１人当たりの世代の医療費の年間から算出して、

掛ける人数分で一応、計上しております。医療費に関してはコロナ禍の中で受診控えが顕著となっており

ますので、そういった部分も含めて、また発達状況、小学生以上になりますと、頻繁に病院に通わないと

いうこともありますので、そういったことからこちらとしては最大値で計上しておりましたけれども、そ

の分減になっていると考えております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 嘉陽 健社会教育課長。 

○ 嘉陽 健 社会教育課長 ただいまの５番座間味邦昭議員の質疑について、説明いたします。 

 39ページ、21款４項４目雑入４節今帰仁城跡入場料及び歴史文化センター入館料について、当初予算で

は9,500万円を計上しておりました。今回の減額もあるんですが、この間にも９月、11月にも段階的に減

額をしております。今回1,100万円の減額ということで、トータルで3,200万円の入場料ということで予定

しております。この算定につきましては、１月段階で補正予算の計上を、検討していきますので、12月ま

での入場料を勘案しながら、それ以降は、前年比50％で推移、入場料を期待しまして、このような今回

1,100万円の減額となっております。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 
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○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 40ページの22款村債、１項村債、７目その他債の１節で、減収補塡債の計上でございますが、そちらの

ほうは去年、令和２年度におきまして、地方消費税や法人税とコロナの影響を受けたその収入が減ること

に対して、新たに創設された減収補塡債でございます。その事業は、令和２年度限りと設定をされており

まして、そちらのほうは財源としましては、一般財源化されて活用されていくという状況がございます。

以上です。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前10時39分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前10時39分） 

 ５番座間味邦昭議員。 

○ ５番 座間味邦昭 議員 質疑いたします。 

 特別交付税の減に関して、普通交付税と同じように使途が自由な財源であると。これ6,800万円余りも

減って、それの減によっての予算の中での影響は全くなかったということで解釈して、先ほど国によって

できなくなってしまった事業があったのかを含めて、例えば最後のほうの質疑の中で、減収補塡債のほう

で穴埋めしたとかということがあったのか。その辺これの減によって影響が出た事業があったのかお伺い

いたします。この6,800万円余りというのは、かなり結構大きいし、原因もわからないまま減らされた中

では、予定していた村の財政も厳しいと聞かされている中で、これだけの減となると、何かには影響が

あったのではないかと思いますが、その辺の説明を求めます。 

 それと児童手当に関しまして、児童の数の想定内だったと、この想定というのは、今の現状の児童の数

からの増減を含めて、ある程度大目に見ていたからそうなったのか。実際の子供の数よりも、想定を多く

見込んでやっていたということでの減で、それは想定の範囲だったのかということをお伺いいたします。 

 それと子ども医療費に関しまして、子ども児童手当の減があったので、もしかしたらコロナの影響で確

かに言うように通院が減ったというところもあったと思いますが、児童手当も減ったということで、子供

の数が減ったことによっての影響じゃないよなというところも気になったので、その辺改めてこのコロナ

の影響によって通院とか、それが予定が減ったとか。またそれがなくてもある程度減ったということで、

思ったほどこの無償化というのは、負担がかからないものであったという結論なのか、これは今回コロナ

だから、まだ結論としては出しづらいのかもしれないですけど、その辺のこの要因を見た限り、実際もし

かしたら、これぐらいで収まるなら高校まで行こうじゃないかという話にもなるのかもしれないですし、

その辺改めてお伺いいたします。 

 補塡債に関しましては、先ほどの特別交付税とかも含めてありましけど、これは今年度限りというとこ

ろで、この減った要因を補塡したんだと思いますが、減ったから。この減った要因というのはやはり特別

交付税が大きかったのか。この減った減収の要因というのは、税収のどこかで何かしらあったと思います

が、そのこれの穴埋めとして、何が原因でその補塡債を今回、コロナの影響で穴埋めするために使ったの

か、その要因を説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 
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 22ページの特別交付税に関してでございますが、特別交付税が減額になった影響で、事業に影響された

のかということですが、直接の影響はございませんが、その特別交付税を充ててやるという事業を設定し

ているわけではないので、一般財源化の中で対応している状況でございます。ただ歳入の中で、入る予定

のものが減るということは、それだけ村の財政状況としては、そういう自由度がきかなくなるということ

でございますので、歳入については、できるだけ歳入か、手当を増額できるような手当を考えていくとい

うことが必要だというふうに考えております。その分で減収補塡債が発生したということではございませ

ん。併せて、減収補塡債の説明をさせていただきたいと思います。減収補塡債は、もともと法人税と課税

の対象になっている部分と、地方消費税の村へ交付分とか、それから軽油取引税、不動産取得税、県のた

ばこ税等、そういったもともと入る予定の税収がこのコロナの影響で減額されると、財政難が見込まれる

ということで起こせる補塡債でございますので、先ほどの特別交付税が減ったから、これが起こせるとい

うつながりではございません。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 宮里 晃福祉保健課長。 

○ 宮里 晃 福祉保健課長 ただいまの質疑について、ご説明いたします。 

 児童手当の件につきましては、子供の数で一応、12月分を計算をしております。ただし所得制限とかで

この対象にならない世帯等もありますので、そういった世帯もやはりあることはありますが、この対象に

なるかならないかにつきましては、前年度の所得に応じて算定されますので、原則としては一応、子供の

数分を組んでおります。原資が、国がおおよそ６分４、県が６分の１ということで、市町村については６

分の１の負担になりますので、しっかりと手当てできるような金額ということで、全ての方が対象となっ

たとしても支給できるような計算で、一応は積算はしております。確かに子供の数が減ったのではないか

というところではありますけれども、実際は転入、転出もありますけれども、今こちらで把握している分

につきましては、ゼロ歳児のお子さんがたしか去年が80人台だったと思いますけれども、12月末現在では

今年度につきましては、60人台になりそうな状況でありました。そういった部分からすると、子供の数も

減っていると言えます。 

 あと、医療費助成につきましては、おっしゃるように、子供の数もさっき言ったように減っているとい

う、出生数は減っているというところもありますけれども、コロナ禍によって、生活習慣の改善が手洗い

の徹底、マスクの着用とか、そういったことが徹底されたことで、インフルエンザの罹患者が激減してい

るような状況にあります。そういった影響もあるのかなというところであります。そういった点から想定

されていた利用者の医療費助成を活用した金額が減に、トータルとして結果が出ているのかなというとこ

ろで考えています。 

○ 座間味 薫 議長 暫時休憩します。 （休憩時刻 午前10時47分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前10時55分） 

 ５番座間味邦昭議員。 

○ ５番 座間味邦昭 議員 先ほどの説明の中で特別交付税、国の減によって補塡債のほうがそれで穴

埋めしたわけでなく、補塡債のほうは、法人税や消費税等の穴埋めに使ったと。これの穴埋めは何でした

んですか。それ穴埋めしなくても、事業は全く問題なかったという解釈、あまり理解ができなくて法人税
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とか、そういった減に関しては、この補塡債のほうで国から今年度だけ措置されたと。この予定した税収

の減を補塡、これは自主財源なのかな。その補塡は補塡債のほうで穴埋めしたけれども、特別交付税のこ

の減というものは、別にこれ減になったとしても支出とかこのバランスには全く影響がないという。あま

り理解ができない部分があるので、それを何かしらで穴埋め、事業の原資になっている部分だと思うので、

それは例えば何かの基金を取り崩して穴埋めしたとかいうことがあるのか。その辺のこれの減によって、

必ず原資が減っているはずですから、事業に対して影響があったと。でもそれは事業をとめるわけにはい

かないから、何かの予算から措置したという解釈だったら理解できるんですが、その辺がわからない部分

があるので、改めてその辺の説明を、何によってこの減を補塡したのかを教えていただきたいというとこ

ろです。 

 あとは、先ほど医療費の児童手当のほうで、その中で子供の出生率が、今年度も厳しい状況かもしれな

いというところで、実は今日は小学校６年生が来ているんですけれども、この年代って実は少ない年代な

んです。今単純に計算したら、それでも89名の子たちが在籍、小学校６年生で在籍していると。その時代

でも今、今帰仁小学校の６年生が２クラスつくるのが精いっぱいな年代で、子供が少ないと言われた時代

の中で、かなり今回も前々年度が60名台で、前年度は上がって80名で、今年度はまた70名前後になると、

これはかなり対策をしないと、本当に子育て支援、村長ここですね、やはり数字を見て、この減少が止ま

らないような状況、それは雇用の問題とか、子育て支援とか、いろんな要素があると思いますが、村長こ

れですね。この数字を見て対策を打たないと、かなり厳しい状況が今後続くのではないかと。これは止め

られない状況になるのではないかと思っていますので、その辺村長の見解を、今回のこの児童手当や医療

費から見ながら、またこれを子供の出生数の減少というのが、極端に３桁に乗せるという話はしないです

けれども、どうにか食い止める施策というのを考えていかないと。今帰仁村というのは、本当に高齢化が

止まらない、少子化が止まらない。ある意味これが今帰仁村の発展に、経済においても、とても大きな部

分と、次の人材を担う子供たちにとっても、育てる意味でも、これは村長のこの辺の見解をお伺いいたし

ます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 22ページの特別交付税の減額でございますが、もともと当初予算のほうから、この特別交付税、普通交

付税も含めて交付税としての歳入を見込んでおりました。最終的には、この特別交付税としては減額に

なっております。最後の今回の補正でございますが、普通交付税では増額ということで、この交付税に限

らないんですが、年間に入る予定のものは、当初から組んで定額を組む場合と、それからそれぞれその時

期時期に、国のほうとも約束がとれた段階で入るという形で、補正の中で増額をしていくという形で調整

をさせていただいておりますが、その特別交付税については、一般財源化されて、それぞれの事業を実施

する際に、村の一般財源として自由度のきくお金になります。その他、もろもろの歳入の中で１項目とし

ては減額でございますが、増えた部分はございます。例えば使用料などは減った部分というのもあるんで

すが、その中では一項目が6,800万円の減額というのは、大きい金額だというふうに受け取っております。 

 ただ、それによって事業を実施する時期をあきらめたとか、先送りしたということではございません。
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一般財源の中で手当てをして、事業は予定どおり実施できるものは実施してきたと。 

 それと先ほど説明したの中では、コロナの影響でどうしても実施できなかった部分については、その補

助金等の活用等もございましたが、その中では計画を先送りにしたというところもあるという状況でござ

います。実際には、この特別交付税の減額によって、事業が減ったということはございません。 

○ 座間味 薫 議長 久田浩也村長。 

○ 久田浩也 村長 ５番座間味邦昭議員の質疑に、お答えしたいと思っております。 

 先ほどから議論を交わされております子供の数の減ということのご指摘でありますけれども、大変、全

国そしてまた本県、本村においても深刻な問題だというふうに私どもも捉えているところでございます。

本村の打つ手はないものかというご指摘だったと思うんですけれども、今は湧川の嵐山テーマパーク構想

において、この前に包括連携協定を結んで第１回の初めての意見交換をいたしました。その中で、1,500

人程度の雇用の場をつくりたいというジャンパンエンターテイメントからの発言がございまして、私ども

もしっかりとこの場で、子育て、あるいは移住、定住に力を入れていきたいという旨のお話をしてきた次

第でございます。その中で企業と本村と、そしてまた会社側といろいろと提携をして、ジャパンエンター

テイメントからも、ぜひお力添えをいただきたいというふうにお話をしたところ、ぜひ協力していきたい

という旨のお話もいただいております。そういう中で、第２期子ども・子育て支援事業計画に基づき、今

言う関係機関、そしてまた総合的にこの子育て支援の充実を今後、様々な方々との意見交換もしながら、

関係を構築して充実を図ってまいりたいと、そういうふうに考えているところでございます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ただいまの５番 座間味邦昭議員の質疑は既に３回に達しましたが、会議規則第

55条ただし書きの規定により、特に発言を認めます。５番座間味邦昭議員。 

○ ５番 座間味邦昭 議員 質疑いたします。 

 先ほど、特別交付税の減に関してはほかに影響はないと。例えばこの減になった理由がわからないとい

うこと、普通交付税はかなり増になったじゃないですか。１億5,000万円ぐらい、結局これも増えたのも

わからないみたいな、結局トータル帳尻合ったみたいな。結果的には結論では何の問題もなかったという

ところなのか。増えた原因とか、減った原因というのが地方交付税というのは、なかなか算定は国がしか

わからなく、自治体がなかなかその辺の細かい把握が、例えば1,000万円とかだったら、それは解釈に

よって変わるよねとなったときも、１億5,000万円アップとか、7,000万円近く減とかとなるというのは、

今帰仁村みたいな自治体にとってはただの金額ではないわけです。それの増減の根拠がなかなかわかりづ

らいというとなると、行政運営というのはとても難しい、振り回されてしまうなというところが感覚とし

てあったので、結局この特別交付税の減というのは、最終的には普通交付税の増とか、それで帳尻が合っ

たから、今回は別にほかから基金を崩して穴埋めするとか、そういったことはなく、取りあえずしのぐこ

とができたと。問題なく事業は行われたということでいいのか。 

 改めて、この特別交付税の減の理由は、村としてはそんなにまだ、何が原因でこれだけになったという

ことは、はっきりとして、ただ総額を言われただけだという解釈でいいのか。例えば、普通交付税にして

もこの１億5,000万円の増というのは、国からこれだけ増と言われた、算定は出しはしますけど、答えと

してただこうだという答えだけだったのか。その辺もうちょっと、私この地方交付税が人口割とか、そう
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いったのはわかるんですけれども、こんなにまで動くのかなというのを、改めてもう一回、確認させてい

ただきたいというところと。 

 村長、確かに雇用の創出ということはとても大切で、働く場がないと、子育てはできないと。ただこれ

はちょっと長期的なスパンでやはり嵐山に大分期待したいというのを私たちも含めて、それとやはり行政

として、雇用創出を今みたいに一生懸命取り組んでいただきたいということを切に、自分としても村長に

期待している部分でありますし、また子育て支援というのは、これまた行政が先頭を切ってやる部分で、

これは近々でできる話なんです。やはり中学生までの無償化というものを高校生までアップしていくとか、

かなり対策を打っていかないと、この減少というのは、緩やかな減少ではなく、かなり角度がきいた減少

になっているような気がするんです。80名、90名の出生数で、60名に減るというと、何パーセントの減か。

かなりの減になるんですよ。角度が。これは確かに少子化の時代の中では、減少を食い止めるというのは、

とても難しいことです。ただし緩やかにしていく努力はしていかないと、できたら増やしていく。今の現

状を維持するということは、かなり行政として先頭を切って子育て支援、子供を育てやすい環境をつくっ

ていく。特に今回はコロナの影響で、私はもう時代は都会で仕事をする時代ではなくなってくるだろうな

と。これからはやはり田舎で地方で仕事をしながらリモートなどでしながら、やはり子育ては田舎で、こ

のウイルスにを打ち勝つ免疫力をアップするためには、土に触れる、自然に触れる環境で子育てをしたい

というニーズはこれから高まっていくと思うんです。そういう意味でも、そういた方たちのニーズを捉え

るような施策、子育てしやすい場所かなと。移住、定住を村長が掲げているのであれば、その辺ここに住

まわせたいような、子育てをしやすいような施策をやはり全国的に発信していくのは大切じゃないかと。

他の市町村に劣っているようでは駄目だと思っていますので、それは確かにコストはかかるかもしれない

けど、リターンとしては大きいと思っていますので、改めて村長のこの辺の見解をお伺いいたします。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 22ページの地方交付税でございますが、特別交付税については、先ほどからの説明の中で、基礎的数値

は報告をされて、国のほうで係数を掛けられて市町村に配分される。国全体の中での配分でこの特別交付

税が決まりますので、その実際に算定された金額が、どうして今帰仁村がこの金額なのかというのは、具

体的に説明がされない。聞いても教えてくれないという状況がございます。 

 ただ同じページにあります普通交付税については、基礎数値も含めて、全て報告をされて、全ての係数

が明確になっていまして、総額この金額になりますという説明がありまして、その普通交付税の金額は決

まっているというのが、その普通交付税と特別交付税の違いでございます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 久田浩也村長。 

○ 久田浩也 村長 ただいまの５番 座間味邦昭議員の質疑に、お答えをしたいと思っています。 

 この出生率の減というのは、しっかり受け止めるべきだというご指摘はごもっともだと思っております。

先ほども答弁いたしましたけれども、今はやはりリモートワーク、あるいはワーケーションあたりを今、

様々なマスコミ等も取り上げて、今は都会から田舎に来て仕事をする時代だというふうに私は認識をして

いるところでありまして、それで先ほど企業誘致もございますけれども、しっかりと移住、定住に結びつ
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けたいと、リモートワークとセットにして、そういう中で新しいそれにそった働き方改革を全庁挙げて取

り組んでいって、若い世代の意見もしっかり聞きながら、そしてまたリモートワークを推奨している企業

との今後交流、あるいはそういう勉強会なども執り行いまして、出生率の増、あるいは人口の増につなげ

ていきたいと考えているところであります。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ほかに質疑ありませんか。２番上原祐希議員。 

○ ２番 上原祐希 議員 歳入について、質疑いたします。 

 27ページ、15款２項１目８節新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の３次だということで

理解しているところでありますけれども、これは村から申請して交付されている事業だと思います。歳出

ではどこら辺に反映されているのか。確認いたします。 

 続きまして、40ページの22款１項７目その他債の中の減収補塡債、先ほど質疑があった中で理解はして

いるところですけれども、令和２年度のみの一般財源化だということで理解はいたしました。これはあく

までも、様々なコロナ禍の中での税収減の補塡だということで、理解しているところでありますが、これ

はあくまでも減収補塡債ということで、やはり村の借金にひとつなりますので、その辺国のほうからそう

いうふうなものを示されて、これを活用しているというのは理解できるところでありますが、今後この減

収補塡債を今後、国のほうから交付税なり何なりでしっかりとこの後、戻してもらえるのか確認いたしま

す。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ２番上原祐希議員の質疑について、説明いたします。 

○ ２番 上原祐希 議員 27ページ、15款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、８節

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の歳入でございますが、歳出のどこに手当てをしてい

るかという質疑でありましたが、そちらのほうは、村費におきます、今帰仁村高速通信インフラ整備事業、

それと本部町今帰仁村消防組合の備品整備に係る負担金等に手当てをしてございます。 

 それと40ページの22款村債、１項村債、７目その他債、１節その他債の減収補塡債でございますが、そ

の起債されたものについては、今後起債された事業としましては20年間で償還していきます。その中で、

地方消費税分に当たる部分、それと地方消費税の交付金分の増税分、それから地方揮発油譲与税、それと

航空機燃料利用税等の項目がございますが、その部分については100％の交付税措置があると。それ以外

のものでありましたら、75％の国からの交付税措置、次年度ですね。来年度からの交付税措置があるとい

うふうに説明を受けております。 

○ 座間味 薫 議長 ２番上原祐希議員。 

○ ２番 上原祐希 議員 27ページは、歳出のほうの使途として確認できましたので、理解いたしまし

た。 

 40ページのほうなんですが、20年で償還していくということでありますけれども、今回は地方消費税の

交付税として減になっているわけですけれども、こういったものは、この減分を含めて今後100％補塡し

ていくという今、理解でよろしいという。それ以外は75％ということで国として戻していきますよという

理解でよろしいのかどうか。改めてお伺いします。 
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○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 説明の中で確認のあったとおり、この100％財源措置が交付税措置がされる項目と、それ以外のものの

項目については75％以内ということで、この償還に対する交付税が国のほうから下りてくるという仕組み

になっております。 

○ 座間味 薫 議長 ほかに質疑ありませんか。８番與那勝治議員。 

○ ８番 與那勝治 議員 議案第21号、歳入について質疑いたします。 

 10ページ、１款１項２目１節の法人税割と下のこの均等割、これの説明と。 

 18ページ、６款１項１目法人事業税交付金、これの説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 仲村美奈子住民課長。 

○ 仲村美奈子 住民課長 ただいま８番與那勝治議員の質疑について、ご説明いたします。 

 10ページの村税の２目の法人税についてでございます。今回、法人税割を105万円の減、均等割を214万

6,000円の増ということで計上させていただきました。まず法人税割の減額ですけれども、申告納税の減

があったこともそうでございますが、コロナ禍の影響と思われる法人税割が大幅に減少している傾向にご

ざいます。均等割につきましては、法人数の増が見込まれておりますので、均等割が増加するのではない

かということでございます。 

 次に18ページの、法人事業税に係る交付金の減でございます。この交付金につきましては、交付金とし

て令和２年度から交付が開始されております。しかしながら県全体で見ましても、法人事業税の税収が減

少するのではないかと見込まれていることから、市町村への交付金も減額の補正を県のほうの議会でもな

された傾向がございます。令和２年度交付開始でございますので、令和２年度に限る交付の割合としては、

100分の3.4という率で計算がなされているとの報告を受けております。 

○ 座間味 薫 議長 ８番與那勝治議員。 

○ ８番 與那勝治 議員 10ページなんですけど、これはコロナの影響で法人税が減額というふうに説

明がありました。そうだろうなと思ったんですが、併せてこの均等割、やはり均等割なので、均等に割っ

ていくと思いますけれども、事業法人数で掛けていくと思いますけれども、事業はマイナスになって、マ

イナス補正になっていますけれども、これ事業はマイナスなのに、この均等割はそのままとるのかどうか。

これは減額して、減収補塡も今回ありました。これ減収補塡で使えないのかどうかですね。また、この法

人事業税交付金もこれマイナスになっていますけれども、このマイナス分はこの減収補塡で入ってくるの

かどうか。説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 仲村美奈子住民課長。 

○ 仲村美奈子 住民課長 ただいまの質疑について、ご説明いたします。 

 均等割分についての減免等がないかというご質疑でございましたけれども、現在制度上、そのような制

度が制定されておりません。ただ、税収で今回コロナの関係で国が何らかの形で税収、減収補塡をすると

いう税がございますが、法人税の均等割については、今のところ示されておりません。 

 先ほどの法人事業税等の減収についても、国からの補塡はないのかということ。それから先ほど、企画
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財政課長が説明していた、そういう減収補塡債とかを使って、何らかの補塡方法がないのかということで

ございますが、私のほうで今のところ、その制度の確認ができておりません。今後、国の動向を確実に把

握をしながら、もしそういう制度がありましたら、活用ができるように努めたいと思います。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時22分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時26分） 

 ほかに質疑ありませんか。６番吉田清尊議員。 

○ ６番 吉田清尊 議員 35ページをお願いいたします。18款寄附金、１項寄附金、１目一般寄附金、

この中で１節寄附金として１億7,451万8,000円が計上されています。この上のほうの寄附金140万円の詳

しい内容について、説明を求めます。 

 それからその下の、今帰仁村うるおいと安らぎのむらづくり応援寄付金１億7,311万8,011円、これにつ

いて、これはいつまでの、例えば１月末までの寄附金なのか。それについて、お伺いします。また、何か

詳しい内容がありましたら、説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時27分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時29分） 

 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ６番吉田清尊議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 歳入35ページ、18款１項１目１節寄附金の140万円の寄附金についてでございます。これにつきまして

は、事業者から２件と、個人から１件の計３件で140万円の一般寄附金があったということでございます。

以上です。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 同じページの、今帰仁村うるおいと安らぎのむらづくり応援寄付金の１億7,311万8,011円の計上でござ

いますが、こちらのほうは、ふるさと納税として寄附をいただいた方々から、基金に積み立てをします。

事業を実施する際は、その基金から一般会計に繰り入れをして、歳出のほうで実施をしていくという仕組

みになっておりますので、これまでふるさと納税で寄附をしていただいたとの基金に積み立てたものを一

般会計に入れる作業の中で、寄附金として受け付ける予算計上となっております。 

○ 座間味 薫 議長 ６番吉田清尊議員。 

○ ６番 吉田清尊 議員 この140万円について、確認ですけど、事業者が２件、個人が１件だったと思

いますけど、この寄附される場合に、どういう目的に使っていただきたいという要請というか、要望が

あったのかどうかをお伺いしたいと思います。 

 それから、今帰仁村うるおいと安らぎのむらづくり応援寄付金、このほうでありますけれども、課長か

ら詳しく説明がありましたけど、その基金に積み立てるわけですけれども、この１月末現在のこの、ある

いは２月末の令和元年度と、令和２年度の寄附金の増減、例えばコロナウイルス感染症の関係で、今年度

は減ったのかどうか。あるいは同等ぐらいなのか。これは細かくじゃなくていいですので、おおよその元

年度のふるさと納税寄附金と、２年度のおおよその、元年度はもう確定していると思いますけれども、２
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年度の寄附金の予想、それとの比較、金額はどれぐらいで、どちらの年度が多いか、少ないか、どれぐら

いの金額が多いか、少ないという予想なのか。お伺いしたいと思います。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質疑について、ご説明申し上げます。 

 一般寄附140万円、先ほど事業者から２件、個人から１件ということでご説明申し上げましたけれども、

事業者からの一般寄附については、村長に使途についてはお任せしたいというところが１件、それからコ

ロナ関連で使ってほしいということが１件、あと個人の方については、福祉関係で使ってほしいというこ

とで20万円の寄附がございました。以上でございます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 ふるさと納税の寄附金額でございますが、去年の令和元年度の実績としまして、すみません件数が覚え

ていないんですが、約２億6,000万円の寄附がございました。今年度、令和２年度の２月末におきまして

は、件数としては１万5,615件、２月末で１万5,615件がありまして、金額としては２億7,450万円余りと

なっています。３月分が入っておりませんが、去年、令和元年度よりは若干、伸びているという状況でご

ざいます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ６番吉田清尊議員。 

○ ６番 吉田清尊 議員 今帰仁村うるおいと安らぎのむらづくり応援寄付金は、本当にすごい件数で

あります。１万5,615件ということで、２月末現在、２億7,450万円余りということで、これはコロナウイ

ルス関係なく、若干のびているという状況であります。 

 それでお伺いしたいんですけど、この目的、寄附される方々からどういう目的で使っていただきたいと

いうふうな要望とかの統計も取られているんじゃないかと思いますけど、それを上位からこのどういう目

的で使っていただきたいということが示されている資料があれば、お伺いしたいと思います。と申します

のも、人材が今帰仁村をつくり、沖縄をつくり、日本をつくりますから、子育て支援に使われるのが、教

育に使われるのが多分に、要望が多いのではないかと予想していますけれども、そういう形で子育て支援

に使っていただきたいという要望とかが多いのかどうかお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時35分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時36分） 

 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 先ほどの説明の中でもありましたが、２月末で１万5,615件の説明をいたしました。その中で一番多い

項目としましては、寄附者はその使途について、選ぶことができます。その中で一番多いのが子ども・子

育て関連事業に使ってくださいというのがございました。 

 ２番目に多いのが、自然環境保全、それと観光産業、地域産業振興関連ということが、２番目に多い項

目でございます。 

 ３番目に多いのが、その他目的を達成するために村長が認める事業ということが、上位の３項目になり
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ます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○ 座間味 薫 議長 「質疑なし」と認めます。これで歳入の質疑を終わります。 

 次に、歳出１款議会費から４款衛生費までの質疑を行います。 

 質疑ありませんか。10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 歳出46ページからお願いします。 

 歳出２款総務費、１項総務管理費の４目財産管理費、24節積立金の今帰仁村給付型奨学金基金900万円

の説明。 

 47ページの５目企画費の22節償還金、利子及び割引料、プレミアム付商品券の８万3,000円の説明。 

 48ページ、歳出２款総務費、１項総務管理費の中の18節負担金、補助及び交付金の6,186万5,000円、高

度無線環境整備推進事業のマイナスの7,220万円、それと下の今帰仁村高速通信インフラ整備事業１億

3,406万5,000円の説明。 

 次、61ページ、歳出、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費の27節繰出金のその他繰出金

の4,000万円の説明。 

 最後に71ページ、歳出、３款民生費、２項児童福祉費の５目保育運営事業、18節負担金、補助及び交付

金の子ども・子育て支援交付金のマイナスの352万9,000円の説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 10番與儀常次議員の質疑について、説明いたします。 

 歳出46ページ、２款総務費、１項総務管理費、４目財産管理費、24節積立金の中の今帰仁村給付型奨学

金基金の900万円の歳出でございますが、こちらのほうは教育委員会のほうで実施しています大学進学時

に給付されます３名の学生に対しての給付される基金への繰り出しとなります。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時42分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時44分） 

 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 10番與儀常次議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 歳出48ページ、２款１項９目、18節負担金、補助及び交付金の中の高度無線環境整備推進事業でござい

ますが、これにつきましては古宇利地域の古宇利島の光ブロードバンド整備に係るものでございますけれ

ども、当初、総事業費を１億3,500万円ほど見積もっておりました。その中で今回4,000万円で整備できる

ということで、その分にかかる村の負担金分が減になると。総事業費が相当、抑えられましたので、それ

によって村の負担金分も減ったということで、この分減になっております。 

 あと、すぐ下の今帰仁村高速通信インフラ整備事業の１億3,406万5,000円でございますけれども、これ

は先ほどちょっと歳入のほうでもご説明ございましたけれども、コロナの地方創生臨時交付金を活用した

古宇利地域以外の村内の本島側の光ブロードバンド整備に充てるものでございます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 宮里 晃福祉保健課長。 
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○ 宮里 晃 福祉保健課長 10番與儀常次議員の質疑について、ご説明いたします。 

 61ページ、３款民生費、１項１目社会福祉総務費の、27節繰出金、その他繰出金4,000万円につきまし

ては、国保特別会計への繰り入れのための繰出金ということになっております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 久田友也幼保連携推進室長。 

○ 久田友也 幼保連携推進室長 10番與儀議員の質疑について、ご説明いたします。 

 71ページ、３款２項５目18節負担金、補助及び交付金の子ども・子育て支援交付金のマイナスの352万

9,000円についてですが、私立の保育所に負担する金額になるんですけれども、事業の精査で該当しない

部分がありましたので、その分によっての減となっています。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午前11時47分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午前11時48分） 

 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 質疑にお答えします。 

 47ページの２款１項５目企画費の22節償還金、利子及び割引料、プレミアム付商品券事業の８万3,000

円でございますが、そちらのほうは昨年実施しました村内でプレミアム付商品券を商工会のほうに委託を

して実施した事業の中で、国への補助金の償還部分の差額でございます。昨年、村内でゼロ歳から２歳以

下、それと非課税世帯が対応しましたプレミアム付商品券事業分の償還金でございます。事業の精算によ

ります償還金でございます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 再度、最初から質疑したいと思います。 

 46ページの積立金、これ給付型の奨学金積立金ですけど、今現在までに申請、応募状況はだんだん多く

なっているのか。子供たちの申請がですね。給付型ということで、保護者からも申請が多くなっているの

か、状況ですね。それと今帰仁村の子供であれば、高校が中・南部、別の地域でも適用なのか。村内に在

住している方だけがこの給付型の育英資金の対象なのか。これは大学・専門学校問わないで、別の高校、

自分が卒業した子供たちが学ぶ場所の特定があるのかどうか、お伺いします。 

 次に48ページ、高度無線環境整備推進事業、古宇利の事業からの残りということで、7,220万円のマイ

ナスということで、また下の今帰仁村高速通信インフラ整備事業は、古宇利とは別の地域のインフラ通信

整備ということで１億3,400万円余りの予算をつけていますけど、この１億3,400万円にプラス、この古宇

利から余った7,200万円も計上して、別の地域のインフラにも使えるのかどうか。それと今は、整備され

ているのは国道505号道路が中心だと思っていますけれども、この整備をする地区はどの辺なのか、お伺

いします。 

 最後に71ページ、保育運営事業。これ私立ということですので、私立は２か所対象として理解してよろ

しいですか。まほろば、あめそこということで、２か所のマイナスの352万9,000円になったということで

計上したと理解してよろしいですか、お伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの10番與儀常次議員の質疑について、ご説明いたします。 
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 給付型奨学金に関してですが、多くなっているのかという質疑はありましたが、毎年３名を予定してお

ります。現在、今年度は８名で、令和２年度、追加で３名新しく審査して決定していくということになり

ます。あと、他市町村でもオーケーかということですけれども、今帰仁中学校出身者であれば、他市町村

に進学している高校生も対象となります。あと大学、専門学校等の特定はあるかということでございます

けれども、それは特定しておりません。専門学校、あと短大、大学ともに対象としております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの高速ブロードバンド整備の質疑について、ご説明申し上げます。 

 村内のブロードバンド整備ということで、どの範囲になるのかということでございますけれども、明確

にどこどこが今、インフラ整備されていないというところは、お示しすることはできないんですけれども、

例えば役場のほうに光の整備ができないかと要望があった地域も多々あります。運天であったり、呉我山

であったりとか、いろいろとありますけれども、基本村内全域で未整備地域のエリアとなっているところ

は整備していきたいということでの方針でございます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 久田友也幼保連携推進室長。 

○ 久田友也 幼保連携推進室長 10番與儀議員の質疑について、ご説明いたします。 

 私立の保育所についてですが、あめそことまほろばの２か所となっております。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 さっき課長の説明で大体、わかってきました。給付型の育英資金は、申し込

みが８名以上来て、毎年３名、３名、３名と４年間で12名ということで予定されておりますけれども、こ

れは選定するときに、審査するときに、親の経済面も見ながらの審査なのか。成績だけでの審査なのか。

この子供たち、給付型を貸与する子供たちは。やはり中にはいろいろとあって、勉強したくてもできない

人がいることで、給付型の育英資金が創設されておりますので、決めるときに、親の財政面も考慮しなが

らの決め方なのか。子供の成績だけで決めているのかをお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質疑について、ご説明いたします。 

 先ほど説明しました８名というのは、現在給付を受けている人数が８名でございます。年間、毎年３名

ずつ選出しているということでございます。あと、選定についてなんですが、経済的に困難な理由で、進

学をあきらめることがないようにということでうたっております。それで成績だけではなくて、スポーツ

面、文化面でも秀でたということを要件として挙げておりますので、この中から総合的に判断していくと

いうことになります。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ただいまの10番與儀常次議員の質疑は既に３回に達しましたが、会議規則第55条

ただし書きの規定により、特に発言を認めます。10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 さっき課長は８名と言っていたんですが、給付を受けているのは３名、３名

で、計算当たらないけど……。３、３、３という形で、年間に12名という形で説明があったんですけど、

８名というと、１人はやめたというですか。じゃあやめた場合は、補欠とかもあるんですか。 

 それと親の経済面は今は説明ないけど、これは考慮にないのかどうか。経済貧しくても子供が優秀であ
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ればいけるけどということもあるさーね。そういう面も選定するときにあるのかどうか。子供のスポーツ

面とか、優秀な面は説明は受けたけど、親の経済面までもこれに入っているのかどうか、伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質疑について、ご説明いたします。 

 給付型奨学金については、先ほども説明いたしましたけれども、経済的に困難な理由で進学をあきらめ

ることがないようにということでうたっておりますので、同居をする家族、親族なりの収入の状況も、こ

れは特別奨励給付金のシステムがあるんですけれども、これに当てはめていって、それを数値化していき

ます。家族の人数にもよりますし、収入だけではなく、働いている人数、働いていない人数等もあります

ので、その辺も入力して数値化したものも勘案しながら、この数値が高いか低いかによっての判断もされ

ていきます。 

 あと今、８名ということになっておりますけれども、毎年３名ずつなんですけれども、１名については

退学をしております。今現在８名、今年度８名が給付しておりますけれども、そのうちの１名についても

12月から休学をしております。それで個人のステップアップのためにということではありますけれども、

休学をしておりますので、令和３年度については２名減になるということで、今の８名から１名減で、３

名増になりますので、令和３年度は10名の予定でございます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後０時01分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後０時02分） 

○ 座間味 薫 議長 暫時休憩します。 （休憩時刻 午後０時02分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時30分） 

 午前に引き続き、歳出１款議会費から４款衛生費までの質疑を行います。 

 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 午前中に質疑のありました、10番與儀常次議員の質疑の説明漏れがござい

ましたので、説明させていただきたいと思います。 

 給付型奨学金における途中での給付停止による、仮に繰り上げて給付することはできないかという話で

ございますが、現時点での規則の中では次点、繰り上げで給付するという項目はございませんので、現在

はそれを行っておりません。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 質疑はありませんか。３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 歳出、質疑いたします。 

 48ページ、２款１項９目18節の、先ほどの質疑にもありましたが、今帰仁村高速通信インフラ整備事業、

これは先ほどの説明では、まだ未整備の地域を整備していくという説明でありました。これは要望があっ

たところに対して整備をしていくのか。それとも全て網羅して、調査もしながら整備していくのか。お伺

いします。 

 78ページ、４款１項３目19節扶助費、こども医療費助成金、減額の1,000万円になっております。これ

は先ほどの歳入とも関係あるかと思いますが、改めて説明を求めます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 
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○ 我那覇隆文 総務課長 ３番與那嶺 透議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 48ページの、２款１項９目18節負担金補助及び交付金の中の、今帰仁村高速通信インフラ整備事業でご

ざいますけれども、要望のあったエリアについてのみ整備なのかということなんですけれども、基本要望

のあったところのみではなくて、村内全域を対象としておりますので、未整備地域のインフラ整備に充て

たいということでございます。 

○ 座間味 薫 議長 宮里 晃福祉保健課長。 

○ 宮里 晃 福祉保健課長 ３番與那嶺 透議員の質疑について、ご説明いたします。 

 78ページ、４款１項３目19節扶助費、こども医療費助成金の1,000万円減になりますけれども、この事

業につきましては、ゼロ歳から中学生卒業までの子供に係る保険診療分の医療費の助成になりますけれど

も、３月末までの実績ベースを見込んで減額ということになっております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ３番與那嶺 透議員。 

○ ３番 與那嶺 透 議員 再度、48ページの高速通信インフラ整備事業なんですけれども、未整備の

ところを進めてやるというところではありますが、この予算の中にこの調査する費用も含まれていると理

解してよろしいのか。それとももう既に、どこどこがどの辺の地域が整備されていないのかというのを把

握しているのか、説明を求めたいと思います。 

 78ページのこども医療費助成金についてなんですが、これは先ほどの歳入での答弁にもあったように、

見越していた分よりももう少なく済みそうだという理解でよろしいですか。伺います。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質疑について、ご説明申し上げます。 

 未整備地域の調査も含めてかということでございますけれども、これからの事業ではありますけれども、

未整備地域についての調査はもちろん行った上で、その整備をしていくということで考えております。 

○ 座間味 薫 議長 宮里 晃福祉保健課長。 

○ 宮里 晃 福祉保健課長 ただいまの質疑について、ご説明いたします。 

 そのとおりでございます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後１時36分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時36分） 

 ほかに質疑ありませんか。５番座間味邦昭議員。 

○ ５番 座間味邦昭 議員 歳出について、質疑いたします。 

 45ページ、12節委託料、今帰仁村移住・定住促進事業に関してマイナス545万4,000円と、確かにこれ今

年度で終了の事業だったと思いますけれども、これ実際にどれぐらいの内容までできたのか。パーセン

テージでも示せたら、あとこういうことはできなかったということが示せるなら、ということを示してい

ただきたいと思っていますので、これを説明を求めます。 

 それと47ページ、５目12節委託料、ふるさと納税推進事業、マイナス930万円、先ほど歳入のほうで前

年度よりも微増しているという流れの中で、収入は増えているけども委託料が減るというのは、どういっ

たことが要因なのか。その辺の説明を求めます。 
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 79ページの18節負担金、補助及び交付金に関して、合併処理の整備事業マイナス140万円と、これは単

独浄化槽といいますか、それの合併処理ということで、140万円も余ったということは、執行率は大体、

何割ぐらいだったのか。それの説明を求めます。 

 それと次の80ページの１目18節負担金、補助及び交付金、これは清掃組合負担金が1,500万円、今回計

上されていますけれども、実はいろいろと清掃組合、いろいろと問題を抱えているということで、実は村

からも議会からも説明を聞いたことが、新聞の報道でしか自分はわからなくて、実際にこういう状況の中

で、この清掃組合に負担金を、村から出す以上、議会にもちょっと今後の事務局長の問題とか、運営に関

して説明があってしかるべきじゃないかというふうに思っていますので、その辺の説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後１時39分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時40分） 

 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ５番座間味邦昭議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 ２款１項１目12節、今帰仁村移住・定住促進事業でございますけれども、平成30年度から今年度、令和

２年度までの３か年事業ということで、地方創生推進交付金を活用して実施してまいりました。令和２年

度につきましては、校区別懇談会とか、先進地の方の後援会の開催とか、いろいろございましたけれども、

一番目玉になったのが、お試し居住ということで、移住希望者の方々に約長くて２週間程度、お試し居住

してもらってということを、実施してまいったわけなんですけれども、今回減になっているのは、ほとん

どもともとは空き家を利活用して、それをリフォームした上で、それをお試し居住として活用したいとい

うことがありましたけれども、なかなかこのリフォームする物件が見つからなくて、そこの部分をリ

フォームせずに民泊を実施していらっしゃるご家庭の、民泊で活用している施設であったりとか、そうい

うものを活用して、今泊と運天のほうで、２つに分けてお試し居住を実施したような状況がありました。 

 今回先ほど、どの辺ができなかったのかということがあるんですけれども、１点目はこういう空き家を

改修して、お試し居住ができなかったという部分ではこの改修物件がなかったというのが一つ、実績が上

げられなかったことがあります。 

 もう１点は、今後なんですけれども、移住者の相談に対応できる中間支援組織を形づくろうということ

で、当初からスタートしましたけれども、なかなかこう自走してできる中間支援組織を、具体的に形づ

くっていくのがすごく難しい状況があって、次年度以降についてなんですけれども、地域、区長とも連携

をしながら、ネットワークづくりからまずは始めましょうと。そうでないと、なかなか移住・定住を推進

するためにＰＲはしますけれども、なかなかこの紹介できるような物件もないとか、そういうものが出て

くるとちょっと、やはり推進しても何かうまくいかないという部分がありますので、その辺は次年度以降

の課題になっております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ５番座間味邦昭議員の質疑について、説明いたします。 

 47ページ、２款１項５目企画費の12節ふるさと納税推進事業の減額の930万円でございますが、ふるさ

と納税については、その委託料としましてこの事務の委託に関しては、商工会のほうと委託契約を結んで
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対応していただいております。それらと併せてふるさと納税は、インターネットを介しての業務でござい

ますので、そのサイト手数料とそれと返礼品を扱うサイトの決済の手数料等を委託契約を結んでおりまし

て、その都度、年度当初の金額、それから補正にこの事業の進捗をみながら、補正の時期に年額を計算を

して、予算計上している状況でございます。 

 これまでの補正前の額としましては、その３月末を見込んで予定を立てて、予算計上をしておりました

が、この２月までの状況を鑑みて３月いっぱいでの委託料の事務手数料がどのぐらい、足りるのか足りな

いのかという計算をした中で、今計上している予算よりは残りそうだということで930万円の減額として

おります。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 仲村美奈子住民課長。 

○ 仲村美奈子 住民課長 ただいま５番座間味議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 79ページの18節負担金、補助及び交付金でございますが、今帰仁村合併処理浄化槽設置整備事業、何

パーセントの執行率かということでございました。13.3％の執行率で、現在１件の交付を決定していると

ころでございます。 

 次80ページでございますが、清掃組合負担金の増額で予算を計上しております。当初、清掃組合から諸

経費の予算をこれだけは確保してほしいという予算額が提示されておりましたけれども、村としては、そ

の金額に対して100％予算を組む状態ではなかったということで、今回最終的な清掃組合の補正に向けた

最終補正の段階で出てきた必要経費について、今帰仁村の分で足りない分を計上させていただいている状

況でございます。 

 それから清掃組合の件につきましては、いろいろとご心配をかけている面もあるかと思いますが、人事

等の件につきましては、私たちのほうにまだ正式な形でお話が来ておりませんので、首長の中でまた決定

がされるものと理解をしております。 

○ 座間味 薫 議長 ５番座間味邦昭議員。 

○ ５番 座間味邦昭 議員 質疑いたします。 

 移住・定住に関しまして、今大きな要因の中では、お試し移住というものをやったんだけど、リフォー

ムをする物件などがなかったと。そういうことを考えたときに、移住・定住の事業の進め方で、空き家を

活用するというのは限界があるんじゃないかと。これを踏まえて考え方を変えながら移住・定住を進めて

いかないと。実は自分は四国にも視察に行ったときに、徳島のほうですけれども、結構盛んにやっている

ところでしたけれども、やはり最終的に空き家を確保するというのは、とても最初はできたけど、やはり

年々重ねていくと、やはり限界があるという話をして、特に今帰仁村なども、最初の一発の１、２軒を確

保するのさえ難しいという状況を見たときに、空き家を使うというよりも、もっと違う捉え方でやってい

かないと、いつまでも移住・定住の事業が夢物語のような話でしかなくなるのかなと。本当に先ほど村長

が前の質疑のときでも、移住・定住を進めていくというところに至ったときには、もう考え方を空き家を

使うというのは、ある意味方法としてはあったとしても、これがメインになるのは、結果的に何も物事が

進まないような結果になるんじゃないかというのが、ちょっとあったので、その辺村長、またこの辺に関

しては答弁を求めたいと思っています。 
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 ふるさと納税に関して、いろいろと手数料とかいろいろとやって、当初の予算からやっていたらこれぐ

らいの減で済むだろうと。これはあれですか、最終的には前年度の２億6,000万円ぐらいでしたか、うち

にかかった経費というものと、今回２億7,000万円ぐらいになるだろうと。また経費というのは、ほぼ当

初ちょっと大目に見積もったから減になったのか。それとも前年度のコストよりも下がったのか。この辺

が要因がわからないので、説明を求めます。 

 あと浄化槽に関して、なかなか執行とか、思い通り進まないなと、その進まない要因というのは、認知

が浅いものなのか。それともやはりいざとなると、補助はもらうけど、自己負担が大きくて決断がいかな

いものなのか。どういった原因が考えられるのかということは、答弁求めます。 

 それとあと清掃組合のことに関して、やはり予算措置で同意を得る中では、ある程度自分も経過を見て

いこうという思いであったんですけれども、やはりここに今日、質疑するまで迷ったんです。でもやはり

予算があると、やはりどこかでこの予算措置をするときには、こういう経過でいきますので、ちょっと時

間、様子を見させてくださいなりの村当局からの説明があってしかるべきだったのかなという意味では、

その辺それも村長のほうから答弁を求めたいと思っています。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後１時51分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時53分） 

 久田浩也村長。 

○ 久田浩也 村長 ５番座間味邦昭議員の質疑に、お答えをしたいと思っています。 

 午前中もこの移住・定住については、議論を交わしたという認識でございますけれども、議員ご指摘の

とおり空き家対策といろいろと絡めていくスタイルも一つの方法だということでありますけれども、やは

り今後は、議員おっしゃるように新しいライフスタイルが生まれつつあるというふうに私は認識している

ということでございます。そういう地方への移住・定住を検討する。都市の住民といいますか。都市の

方々が増えているというのも実情であって、こうした社会変化をしっかり見据えながら、今後また移住・

定住を促進する施策をいろいろと全庁挙げて考えて、打ち出していきたいと私は考えを持っているところ

でございます。移住・定住については、以上です。 

 質疑のありました本部町・今帰仁村の清掃組合の事件の件ですけれども、昨年非常にこの清掃行政の信

頼の根源を揺るがす事件が起きましたことに対しましては、副管理者としても町民、そしてまた村民、議

会の方々に深くお詫び申し上げたいと思っているところでございます。本来あるべき清掃業者の信頼を損

ねたということをしっかり真摯に反省をしながら、今後議会に対して、しっかり説明すべきではないかと

いうご指摘だと捉えておりますけれども、私どもも管理者としっかりと応えていこうという認識は、一致

しているところでございます。 

 そこで明日、３月10日に第２回公判を開催する予定でございまして、この公判でもって、恐らく結審に

なるだろうと弁護士のほうからそういうことを伺っているところであります。結審を待って、やはり説明

をまだ、結審を待たない中では動きはできないだろうと。いまだにこの契約条件はまだ切れている状況で

はないものですから、その辺しっかりと結審を待って、管理者とそしてまた清掃組合の職員、そしてまた

その事後対策費も設置してございますので、その中でいろいろと議論をして、清掃組合の今後の方向性は
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考えていこうということでありまして、この場で言えることは、明日の結審を待って、しっかり説明にあ

がるということであります。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後１時56分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後１時56分） 

 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 47ページのふるさと納税でございますが、まずコストの質疑がありましたが、現在２月時点では１万

5,000件で２億7,000万円余り、昨年度、令和元年度の実績としましては２億6,000万円、件数的には１万

件ちょっとと覚えております。それからしますと、金額の伸びが、若干は増加しているんですが、その割

には件数が多くなっているというのが、見てとれると思います。その件数の増加については、１万円、２

万円等のマンゴーの商品が指定されているという状況がございます。件数は増え約1.5倍になっているん

ですが、金額的にはさほど変わらないというところでは、１人当たりの寄附をいただいている金額の、平

均額が少し小さくなっているというのが計算できると思います。その要因としましては、やはりこのコロ

ナの影響で、これまで観光商品、今帰仁村のホテルを指定していただくふるさと納税がございますが、そ

れが大体10万円とか20万円という金額になっておりますけど、その旅行を控えたとか、コロナの影響で移

動を避けられたということもあるかと思いますが、そういった観光商品の伸びがない状況がございますの

で、そういったところ、このコロナの影響が、ふるさと納税にはそういった１件当たりの金額は小さく

なったというところでは、影響しているかと思います。ただ、今帰仁村を指定して、マンゴー等を指定さ

れている方は増えていますので、そのところはまた次年度、コロナが落ち着いた頃には、期待できる部分

だというふうに理解しております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 仲村美奈子住民課長。 

○ 仲村美奈子 住民課長 ご説明いたします。 

 事業の執行率が悪いということのご指摘でございます。一番の要因として考えているのが、自己負担額

の大きさだと感じております。例えば５人槽で標準的な工事費が83万7,000円、それに対する補助が33万

2,000円で、自己負担額が50万円ちょっとという形になりますので、そこで事業の制度を使うかどうかも

含めて、少し出だしが悪いのかなという感じではございます。 

○ 座間味 薫 議長 ５番座間味邦昭議員。 

○ ５番 座間味邦昭 議員 先ほど、清掃組合の件で、ちょっと脱線したことで申し訳なかったと。自

分のほうも経過を見ていきたいと思っていたので、その辺で改めて、このときにはまた内々でお伺いした

いと思っていますので、本当に脱線してすみませんでした。改めてまた質疑いたします。 

 このお試し移住・定住に関して、当初は今年度までの事業は、空き家を活用したというところでの縛り

をやったから、そうなったと思いますけれども、次年度からその縛りがないのであれば、ちょっと考え方

をリセットして、現実この空き家というものを活用するというのは、一つのアイテムとしてはあるべきだ

けど、メインではないというところの中で、どうやったら移住・定住を促進できるかというところで、や

はり先ほど言ったように子育て支援であったり、いろんな意味でここで生活しやすいところは何なのかと。
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移住する方のニーズって何なのというところを、もう一回考え直すいい機会だったのかなと、リフォーム

する物件は結局はなかったんだということであれば、この移住・定住の考え方というのを次年度からは考

え直してから、どうやっていくかということをぜひ考えていってもらいたいと思っていますので、改めて

答弁を求めます。 

 あと、ふるさと納税に関して、説明の中で理解ができないのは、細かい件数が増えたから委託料が減っ

たということ。この減った原因というのは、ふるさと納税自体、金額はそんなに変わらないわけです。

1,000万円前後の差があるのか、ないのかであるけれども、ただしこの委託料が減になった理由は、当初

前年度よりも大目に見積もっていたから減になったのか。それとも前年度と同じ金額のコストを考えてい

たのに減になったのかという、この減の幅がどっちなのかというところがわからなくて、要は細かい金額

がトータルで一緒であれば、細かいものが納税されたほうがコストがかからないという考え方にしか聞こ

えない部分があって、10万円のホテルとか、そういった大口の案件だとコストがかかってしまうというよ

うに聞こえてしまったので、もう一回改めて説明を。まずこの要因がコストを高めに、前年度よりも高め

に見積もったから今回減にしたのか。それとも同じコストをみていたけれども、減になったのか。その理

由の要因を聞きたいということで、改めて説明を求めます。 

 それと浄化槽に関して、やはり今帰仁村は下水道がない分、やはり直接、海にも近いですし、流れると

いうところでやはり浄化槽の管理というところと、すごく浄化槽が入れ替えるのにコストがかかるという

ところの観点から村は、補助を決断したと思うんです。やはりそれでも負担が大きいというところで、今

後この執行率をせめて50％に持っていく、60％に、100％というのは無理としても、まずは今の13.3％か

ら50％に持っていくためにはどうしたらいいかという案とか、その辺はまた考えているのか。その辺を答

弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ５番座間味邦昭議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 移住・定住の推進の仕方といいますか、その中でやはり空き家を利活用したというもののほかにも、子

育て支援などを充実させることで、移住・定住者が増えていくんじゃないかと。方法的なものも違う方法

もやっていけるのではないかということがありましたけれども、先日、村長の施政方針にもございました

けれども、令和３年度は村の総合計画であったり、人口ビジョン、総合戦略というのも見直し年度に入っ

ております。そういう中身を計画から落とし込んでいく中で、やはりニーズ等も確認しながら、しっかり

とこの計画の中に落とし込んでいければと考えております。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 47ページのふるさと納税でございますが、今回の減額の計上につきましては、当初予算、それと補正予

算も併せて３月末までの見込み額を立てておりました。それを２月末時点で確認したところ930万円ほど

余りそうだということで減額したにすぎません。これまでのコストがどうのこうのという理由ではなくて、

補正予算までかけて、その中で３月末を見込んだ中で残った、残りそうだというお金額を減額したという

ふうになっております。 
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○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後２時05分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後２時08分） 

 仲村美奈子住民課長。 

○ 仲村美奈子 住民課長 先ほどからご質疑のある浄化槽の設置整備事業でございますが、執行率から

しますと、まだまだ課題は多いのかと感じております。周知のほうを徹底することをまずは優先的に努め

たいと考えるところですが、区長会をはじめホームページ、広報、情報の更新であったり、回数を重ねる

ということ。それから今現在の施工業者の皆様にも協力をお願いしておりまして、相談があった場合に、

今帰仁村の制度をぜひ活用してもらう旨を伝えてほしいということでの協力も依頼しておりますので、今

後も周知には徹底してまいりたいと思います。 

○ 座間味 薫 議長 ただいまの５番 座間味邦昭議員の質疑は既に３回に達しましたが、会議規則第

55条ただし書きの規定により、特に発言を認めます。５番座間味邦昭議員。 

○ ５番 座間味邦昭 議員 ふるさと納税に関して、これちょっと今は資料がないということで、改め

てその辺の今年度に係る、今税収としては大体、話は聞いて２億7,000万円ぐらいになりそうだと実際に

じゃあそれにかかったコストというものが、どれぐらいなのかというところは前年度と比べて、改めて資

料でもいただけたらお願いしたいと思っていますので、それに対して答弁を求めます。 

 それと浄化槽に関して、執行率13％というのは、かなり低いです。この事業が本当に必要性があるのか

という問題までいってしまうぐらいの執行率の低さではないかと思っていますので、やはりとても大切な

事業であるということは十分、承知していますので、やはりまずは50％に持っていくためには、どうした

らいいのかということをぜひ考えて、どこに問題があるのか、これは負担が大きいと思うんです。執行し

ないままするよりは、件数を減らして割合を、例えば５件する予定のものを、とりあえず３件でいいと。

そのかわり負担を抑えて、予算規模は決めておいて、３件をやるんだと。その中で負担を少しでも減らし

てやっていくというほうに変えていったほうが、現実的に単独槽からこの合併処理の施設に変更できてい

くんじゃないかと。今のままではいつまでたっても変わっていかないのではないかというふうに思ってい

るので、その辺改めて答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 質疑のありましたふるさと納税について、説明いたします。 

 ふるさと納税は、もちろん寄附でございますので、この寄附金を募るための委託料も必要です。また、

それに係る業務を行う会計年度任用職員の報酬であったり、それと返礼品を送るための送料も含めて、そ

れぞれ経費となっていきますので、その経費等を集約する形で、後日資料を提供したいと考えております。 

○ 座間味 薫 議長 仲村美奈子住民課長。 

○ 仲村美奈子 住民課長 先ほどの質疑について、ご説明申し上げます。 

 まずは事業のやはり執行率を上げるということを目標にする。それから年度ごとの目標を課でもしっか

りと決めて、そこを達成するために何が必要なのかを、担当とも協議をしてまいりたいと思います。 

 それから負担額を減らすことが一番活用していただけるということになるのかもしれませんけれども、

そこはまだまだちょっと掘り下げる必要がありますので、負担額の減につながる補助率の考え方等につい
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ては、今後の課題としていただいております。 

○ 座間味 薫 議長 ほかに質疑ありませんか。２番上原祐希議員。 

○ ２番 上原祐希 議員 歳出について質疑いたします。 

 45ページ、２款１項１目12節委託料、今も質疑がありました今帰仁村移住・定住促進事業でありますけ

れども、コロナ禍の影響もいろいろとあったりとかというところもあったのかなとは思うんですけれども、

なかなかこう事業が進まなかったことでの減額補正だということで理解はいたしました。空き家のリ

フォーム代もなかったということで理解はしているところでありますが、これは地域再生計画を提出し、

国の申請の下に地方再生推進交付金を活用した事業だと、理解しているところでありますけれども、これ

の今年度の最終年度ということで、この辺ですね。地域再生計画に対する目標を設定しているわけですけ

れども、それの達成度とかも含めて、この辺の国からの指導とかも含めてどういったものがあったりする

のか、確認したいと思います。 

 48ページ、２款１項９目18節の高度無線環境整備推進事業の件でありますけれども、これも予算執行の

残額分7,220万円の減額だと理解しているところでありますけれども、これはコロナの臨時交付金の活用

だったかと理解しているところであります。これは臨時交付金の活用に関しては、確か繰り越しもできな

いというところ、またもし繰り越しせずに執行できなければ基金をつくって、それに入れなければいけな

いという、結構厳しい縛りがあると理解していました。けれどもこの7,220万円、これは差し戻すのか。

別で流用するのかですね。この臨時交付金の活用を確認いたします。 

 続きまして、今帰仁村高速通信インフラ整備事業、これは同僚議員からもいろいろと質疑がありました

ので、理解はしているところでありますけれども、未整備地域に対して、こういう情報ネットワークの整

備をしていくということで理解はしているところであります。調査も含めこれからだということで理解し

ているんですけれども、これも臨時交付金を活用した事業だと理解しているところであります。これは繰

り越しということで、繰越明許費にも記載されているので、これは繰り越した次年度以降の事業になると

理解しているところでありますけれども、これの期限、来年度いっぱい、しっかりと活用できるのかどう

か。これ臨時交付金という特性上、何かあるのかどうかの確認をさせていただきたい。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後２時17分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後２時17分） 

 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ２番上原祐希議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 45ページの今帰仁村移住・定住促進事業でございますけれども、これにつきましては、議員おっしゃら

れていますとおり、地域再生計画に基づいて事業を執行しているという状況でございますが、その中で地

域再生計画の中の数値目標として、今帰仁村全域での県外からの転入者数、それから相談件数、あとは空

き家の利活用件数と３つ目標、具体的に数字を落とし込んで持っているわけですけれども、これについて

は、これ１月末現在でございますけれども、県外からの転入者については、初年度目標数値145名に対し

て、実績が127名と。これは目標数値には届いてはおりませんけれども、平成31年が150名の目標数値に達

して152名、これは若干クリアということです。あと令和２年度については、155名の目標に対して121名
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ということで、合計でこの３か年の合計は450名の目標数値を立てていますけれども、これが400名という

ことで、50名足りないということです。ただ、移住・定住に関する相談件数については、平成30年度の目

標が15件、平成31年が20件で、令和２年度が25件ということで、５件ずつ増やしていっているわけですけ

れども、実績から言えば平成30年度が53件、令和元年度が34件、令和２年度が46件ということで、これは

目標数値、３か年間の合計で60件に対して133件あるということで、問合せ件数については、かなり多く

なっているような状況です。 

 最後に空き家の利活用ということで、年に１件ずつは空き家を解消していきましょうと、利活用してい

きましょうということでの目標数値は立てられていますけれども、今現在ではゼロ件ということで、ここ

の部分については、ほとんど進捗していないような状況がございます。 

 あと、国からの指導があるのかということなんですけれども、現在までにこの国からの指導という形、

数値目標の達成についての国からの指導というのはございません。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ２番上原祐希議員の質疑について、説明いたします。 

 48ページにあります、２款１項９目18節の高度無線環境整備推進事業の減額の件でございますが、こち

らのほうは、コロナウイルス感染症におきます交付金事業を充てておりました。実際この事業につきまし

ては、古宇利島での高度無線環境整備ということで積算されておりましたが、その積算については、国と

の調整の中で１事業者のみではなくて、複数の見積もりの中で、高額のほうを提出しなさいという状況も

ございましたので、実際にはプレゼンテーションを受けて、村が事業を認定をした中で交付負担金として

納める金額が計上されております。その中でその減額に及ぶものについては、交付金の100％補助の分を

飛び越えて、上乗せしていた単独事業費分でございますので、それをほかのコロナ関連で使うというはし

ないで、一般単独、単費として戻すという作業のために減額となっております。100％補助の上乗せ部分

の単費をつけておりましたので、その単費のほうに戻すという作業で減額ということになっております。

流用等はございません。次の項目の今帰仁村高速通信インフラ整備事業でございますが、そちらのほうは

繰り越しをされて、令和３年度の中で実施されていきます。今現在の予定としては来年の３月末までの工

期を予定しております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ２番上原祐希議員。 

○ ２番 上原祐希 議員 45ページのほうから再質疑させていただきます。確認ですが、空き家が今回、

実質リフォームが３件やる予定だったのがゼロだということで理解はしているところであります。これま

でこの事業に対して、いろいろと質疑をした中では、10件近くは使っていいよとか。ランクもリフォーム

がこれだけで済むとか、いろいろと前向きな家主も多くいらっしゃったというふうには理解しているとこ

ろでありますけれども、その辺も含めてなかなか簡単に会えないとか、コロナ禍の影響も含めて、なかな

か思うように事業展開できなかったところも含めての今の状況なのか。地方創生推進交付金を活用した事

業でありますけれども、この辺特に実績に対して、そこまで３件がゼロであっても、そんなに指導がない

ということでありましたので、これはどんどん地方創生や、地域活性化のための地方創生推進交付金とい

うのは、エントリーしやすいのかなというふうな理解でありますけれども、その辺も含めて確認いたし
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ます。 

 48ページの18節負担金、補助及び交付金でありますけれども、これは7,220万円減でありますけれども、

特に村としてデメリットになるようなことは何もなくてということで理解していいのかどうか。改めて確

認いたします。 

 今帰仁村高速通信インフラ整備事業は、来年度いっぱいしっかりとフルで使いながら整備していくとい

うことで理解いたしました。これは確認ですけれども、調査も含めて、これは実際の整備も含めてやって

いくのかどうか。これは調査の中で地域によっては光ケーブル、有線で整備すべきところ、または無線で

対応可能な部分とか、様々なその地域の状況によって変わってくるものがあるかと思っております。その

辺のこれは調査の中であきらかになってくると思いますけれども、その辺有線、無線、この予算の状況の

中でしっかりと検討しながら進めていくことができるのかどうか。確認いたします。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ２番上原祐希議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 令和２年度事業で、移住・定住促進の中で、空き家を利活用したということで、今回、空き家物件がな

かなか見つからなかったというのもあります。これお試し居住については、今回は今泊区と運天区の二区

で実施したいということで、「今泊のほうに空き家はないでしょうか」と、また「運天区のほうに空き家

はないでしょうか」ということで、まずはそこの２か所から取り組んでいったわけですけれども、なかな

かマッチングできるようなところがなくて、ちょっと進まなかった状況もあります。今後、令和３年度以

降、協議会を発足してやっていくことになると思いますけれども、その中でやはりこう空き家が発生した

場合に、空き家をマップの中に落とし込んでいって、それを新たに発生した空き家をどうするのかとか。

その辺も含めて、やはり地域の方々、それから役場、中間支援組織的な位置づけを持つ何かしらをつくっ

て、協議会の中で対策を打っていかなければいけないと考えております。 

 あと、高速通信インフラ整備事業については、村内あらゆる地形とか、いろんな面で有線であったり、

無線のほうがいいだろうとかというのは出てくるかと思います。この辺事業としてまだ次年度以降になり

ますので、詳細がはっきりしないところもありますけれども、この辺は事業者が決まりましたら、決まる

前のこの選定の段階、その段階でもこの条件の中に入れていったりとかできると思いますので、この辺を

考えていきたいと思います。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 48ページの18節の高度無線環境整備推進事業の減額の7,220万円につきまし

ては、予算手当をしていた減額でございますが、その事業の中ではその減額に及ぼす村財政のデメリット

はございません。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ほかに質疑ありませんか。11番嘉陽 崇議員。 

○ 11番 嘉陽 崇 議員 歳出の質疑を行いたいと思います。 

 45ページ、２款総務費、１項総務管理費の18節地域間幹線系確保維持費補助金についての詳細について、

お伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 
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○ 我那覇隆文 総務課長 11番嘉陽 崇議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 45ページ、２款１項１目18節負担金、補助及び交付金の地域間幹線系確保維持費補助金でございますけ

れども、これにつきましては、路線バスの運営に係る赤字補塡となる市町村の負担金となります。 

 すみません、説明漏れがございました。詳細ということでございますので、これにつきましては、バス

会社のほうから、経常費用がありまして、この中から経常収益を差し引いた額を、まずは20分の11を国、

県で補助、残りの20分の９を名護市と今帰仁村、それから本部町、これは路線バスを走っているキロ数で

案分をして、今帰仁村は実際には21.3％分になるんですけれども、その分が負担金の根拠となっておりま

す。 

○ 座間味 薫 議長 11番嘉陽 崇議員。 

○ 11番 嘉陽 崇 議員 赤字補塡ということで、名護市、本部町、今帰仁村３市町村で案分してのこ

の金額ということで、国、県も20分の11を負担していて、その中でのこの金額であるんですが800万円、

去年は確か600万円強、600万円ちょっと超えているぐらいだったと思いますが、この増えた要因といいま

すか。200万円増えていますので、この要因がわかれば説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質疑について、ご説明申し上げます。 

 確かに議員がおっしゃられるとおり、平成29年度に関しては299万8,000円、今帰仁村は負担しておりま

す。その次の年から、いきなり平成30年度は612万8,000円と、令和元年度が638万円で、今年度が840万

2,000円ということで、200万円多くなっているわけですけれども、これにつきましては、どちらかという

と、去年のものと見比べてみますと、経常費用についてはほとんどかわらない状況にありますが、その中

で経常収益の部分が落ち込んでいるということがありますので、バスを利用される方が少なくて、経常収

益が減った分、この経常費用から引くと赤字になると、赤字が大きくなるということでの原因が主だった

ものだと考えております。 

○ 座間味 薫 議長 11番嘉陽 崇議員。 

○ 11番 嘉陽 崇 議員 平成29年度から課長のほうで数字を出していただいたんですが、299万円から

800万円と、約500万円ほど伸びているわけなんです、負担金額がですね。この中で収益が減って赤字が増

えたということで理解しました。今後、これは今帰仁村の財政、すごく圧迫しているようにも感じられて

おりますが、これは今後も上がり続けるとなると、とても心配でありますが、この上限値があるのか。ま

たはこれについて、話合いの場があるのかどうか、説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質疑について、ご説明申し上げます。 

 確かにこの負担金が上がり続ければ、村が出すお金というのは、多くなるわけで、これに上限があるの

かということでございますけれども、これは一応、国、県も一定割合負担して、その残りをこの３市町村

で案分しているということで、上限頭打ちは恐らくないと考えております。 

 あと、この話し合いの場が持たれるのかということなんですけれども、これは先日も２月にこれは違う

あれですけれども、北部公共交通会議というのがリモートで実施されました。その中でもやはりこうバス
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に乗っていただく方は、どのようにしたら多くなるんでしょうかというふうなもので、各市町村の担当の

意見もありましたけれども、具体的にはこれをどういうふうに反映させていくのかというのは、まだ何も

ございませんけれども、こういう公共交通会議的なものの話し合いは持たれているところであります。 

○ 座間味 薫 議長 ただいまの11番嘉陽 崇議員の質疑は既に３回に達しましたが、会議規則第55条

ただし書きの規定により、特に発言を認めます。11番嘉陽 崇議員。 

○ 11番 嘉陽 崇 議員 この負担金額、増減はないということで、上り続けていくと、とても今帰仁

村の財政を逼迫していく要因となりますので、大変心配であります。課長の説明にありました北部交通会

議で、各市町村の状況とか、そういった話を持つ場があるということでありますが、学生が使ったり、お

年寄りが使ったり、免許を返納されたお年寄りが利用されたり、また交通弱者やほかの方々にとっても大

変必要でありますので、今後この金額に対して何か赤字解消の施策、対策がないのかですね。ダイヤ便数

の課題であったりとか、また企業努力も求めていっていかなければいけないのかなと感じておりますが、

こういった話合いの場がありますので、ぜひともこの場で今帰仁村としての意見をまとめて話し合いをし

たりですね、また３市町村、村長のほうでも意見交換というか、３市町村、関わることでありますので、

そういった意見交換などもしていったほうがいいのではないかと思いますが、答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 久田浩也村長。 

○ 久田浩也 村長 ただいまの11番嘉陽 崇議員の質疑に、お答えしたいというふうに思っております。 

 この地域間幹線系確保維持費補助金の頭打ちがないということでありますが、大変我が行政の財政も圧

迫するのではないかと、大変私どもも憂慮はしているところでございます。しかしながら、嘉陽議員から

ありました大変、若者のバス離れがもう止まらないという状況の中で、大変深刻な沖縄県のこの現状を醸

し出しているのかと思っていますし、またその反面、先ほど議員おっしゃるように学生、そしてまたある

いは高齢者の方々の生活の足に、なくてはならないバスも存在するというのが実情であると思っておりま

す。大変この先ほど課長からも説明がありましたけれども、国、県、市町村がこれを協調して、この補助

金を交付している性質上、今後名護市、そして本部町、本村と首長が集まるときには、ぜひまた機会を見

つけてテーブルに上げて協議をしていきたいと思っている次第でございます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 暫時休憩します。 （休憩時刻 午後２時43分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後２時54分） 

 先ほどに引き続き、歳出１款議会費から４款衛生費までの質疑を行います。 

 質疑ありませんか。６番吉田清尊議員。 

○ ６番 吉田清尊 議員 80ページであります。歳出４款衛生費、２項清掃費、１目清掃総務費の中の

17節備品購入費、ゴミ運搬車導入事業535万2,000円の件でございます。これについて、詳細をお伺いしま

す。 

 これはトラックで運ぶトラックの購入なのか。パッカー車なのか、その辺り含めて説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 仲村美奈子住民課長。 

○ 仲村美奈子 住民課長 ただいま６番吉田議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 80ページの17節備品購入費でございます。これにつきましては、塵芥車、パッカー車の購入事業でござ
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います。今回535万2,000円の減ということで計上させていただいておりますが、令和２年度の当初予算を

計上する段階で、見積もりをとった段階では1,400万円ほどの見積り額が来ておりました。起債等も含め

てこの額で計上させていただいておりましたが実際、購入価格が500万円ほど減になっておりますので、

今回の補正で減額ということにしております。パッカー車１台分の購入事業でございます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ６番吉田清尊議員。 

○ ６番 吉田清尊 議員 パッカー車ということでございますけれども、パッカー車こうずっと待ち望

まれていたわけですけれども、１台目が何年の何月ごろに、最近導入されたのか。そのまた金額、それに

ついて、お伺いしたいと思います。それからこの１台目のほうと、今回の２台目のほうとも入札なのか。

あるいは見積もりなのか、そのあたりの説明を求めたいと思います。 

○ 座間味 薫 議長 仲村美奈子住民課長。 

○ 仲村美奈子 住民課長 ご説明いたします。 

 前回、西側のパッカー車を購入した分につきましては、平成30年度事業で導入いたしまして、繰り越し

で実際にパッカー車が動きだしたのは平成31年、令和元年度になります。この際には、一般競争入札を行

いました。ただ、応募してくださった業者が３社ありましたけれども、こちらの仕様に対応できないとい

うことで、最終的には１社のみの入札となっております。 

 今回の事業につきましては、令和２年度で東側のパッカー車を購入するという計画でございます。これ

につきましては、前回も入札の状況を踏まえまして、随意契約ということで契約をさせていただいており

ます。 

 今回につきましては、938万3,000円の購入費用。前回は932万8,000円で、今回は５万5,000円、車体の

本体価格上がっているということで、５万5,000円は今回につきましては、増という形になっております。 

○ 座間味 薫 議長 ６番吉田清尊議員。 

○ ６番 吉田清尊 議員 昨日、これが使う方々、実際に運用する方々が希望するような、新しい機能

といいますか。最新の機能を備えたパッカー車なのか。それから関連しますけど、ごみ運搬のトラックの

ほうも導入されたと思いますけれども、それのほうは２台とも導入済なのか。導入した時期について、わ

かればお伺いしたいと思います。 

○ 座間味 薫 議長 仲村美奈子住民課長。 

○ 仲村美奈子 住民課長 ご説明いたします。 

 パッカー車２台につきましては、環境にも優しいということで、また受託者の皆様にも使い勝手のよい

塵芥車の購入につながっていると理解をしております。資源ごみの回収車であります２トントラックにつ

きましては、２台の購入をいたしておりまして、早くて来週には、納車ができる準備は整っております。

塵芥車につきましては、納入がもう既にされておりまして、保険と安全面の整備が整い次第、稼働という

ことになります。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後３時00分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後３時01分） 

 ほかに質疑ありませんか。９番山城 太議員。 
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○ ９番 山城 太 議員 歳出について、質疑いたします。 

 46ページの積立金、今帰仁村うるおいと安らぎのむらづくり応援基金、現在の残高とこれを活用した事

業の内容、そして成果について、説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ９番山城 太議員の質疑について、説明いたします。 

 46ページ、２款１項４目24節積立金の、今帰仁村うるおいと安らぎのむらづくり応援基金１億7,311万

8,011円の積み立てでございますが、この金額を合わせますと、基金残高としましては、３億2,179万

9,000円になります。 

 それと事業の実施でございますが、今年度の事業実績としましては、花いっぱい運動、それからすこや

か子育て支援事業、敬老祝い事業、子ども医療費助成事業、事業としましては32項目ございます。代表的

なものとしては、そのような事業名を挙げられます。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 この基金を使って、学校の支援員とか、そういった人材の待遇のアップとか、

給与のアップとか、そういうことは今使われていないわけですか。雇用とか。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について説明します。 

 学校等におきます支援員、学習支援員等がございますが、そちらのほうの会計年度任用職員としての財

源は、一括交付金を充てております。このふるさと納税からは手当てされていない状況でございます。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 これから使われていないのであれば、支援員足りないという話をよく聞こえ

るんです。そういったのを活用するのもよろしいのではないでしょうか。北山高校にあります公営塾、そ

れもしかり。小学生、中学生用の公営塾の設立の準備とか、うまい具合に使えるのではないかと、毎年２

億円ぐらい入ってくるわけですから、今の現状であれば。その辺どうお考えか、答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について説明いたします。 

 ふるさと納税の事業は、寄附金を基にしてございますので、現在は２億円余りの寄附がございまして、

それに対応する事業として、先ほど説明したとおりでございます。 

 その人件費等につきましては、そのふるさと納税が落ち込んだときに対応できなくなってしまうという

不安要素もございますので、現在は一括交付金の国の補助金を利用させていただいておりますので、そち

らのほうは事業としては安定的にこの事業継続できますので、その部分については、一括交付金であった

り、国庫補助金の事業にのって、実施していくほうが安定的な活用ができるものだと考えております。 

○ 座間味 薫 議長 ただいまの９番山城 太議員の質疑は既に３回に達しましたが、会議規則第55条

ただし書きの規定により、特に発言を認めます。９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 何か変ないい方をするんですけれども、一括交付金が切れた場合にはどうさ

れるのか。併せて両方使っていたほうが、子供たちに支援は有効ではないのかと思っているんですけど、
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そういうふるさと納税が少なく、使わないと実績を上げればそんなに減らないと思います。 

 積極的にそういった子どもたちの支援に活用すべきだと、しないといけないものだと思いますが、再度

答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 田港朝津企画財政課長。 

○ 田港朝津 企画財政課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 このふるさと納税につきましては、寄附者から使途を選ぶことができます。その中で一番多いものが子

ども・子育て関連ということで約38％ほどはこの指定がされている状況でございます。その中で、この子

育てであったり、子ども医療費であったり、妊産婦健診という形でこの子育て支援のほうに活用させてい

ただいておりますので、一番寄附者からの指定があるのもこの項目でありますし、また一番活用させてい

ただいているのも、この子育て、子供たちのための活用実績でございますので、そのように対応していき

たいと考えております。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後３時08分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後３時09分） 

 ほかに質疑ありませんか。７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 議案第21号に質疑させていただきます。 

 47ページ、２款１項８目防災対策費の補正額のマイナス６万3,000円、合計で2,606万2,000円の詳細説

明をお伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ７番玉城みちよ議員の質疑について、ご説明申し上げます。 

 47ページ、２款１項８目、10節、17節とありますけれども、これは沖縄観光防災力強化支援事業という

ことで、今年度は備蓄食料品と消耗品、ポータブルトイレとか、そういうものも含めて、一番大きいのが

防災倉庫を購入しております。これは３か所に、兼次、今帰仁、天底の３か所、各小学校の敷地に設置さ

せていただいているところです。それから備蓄食料、毛布等、寝具類等も備えてありますけれども、その

事業の購入残ということになります。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ７番玉城みちよ議員。 

○ ７番 玉城みちよ 議員 せっかく小学生が来ていましたので、私も小学校の防災倉庫をこの間、見

てきたんです。それで小学校にこういうための防災倉庫を置いていますよという、それの説明をしてもら

いたかったんですけれども、帰ってしまいました。はい、かまいませんけれども。 

 この防災倉庫の備品の中に、昨今の新聞等で女性用の備品が設置がされていない市町村ということで、

今帰仁村がたしか上がっていたような気がするんですけれども、そのあたり、この備蓄倉庫の中には、そ

ういう内容のものは、今帰仁村には置いてないのでしょうか、伺います。 

○ 座間味 薫 議長 我那覇隆文総務課長。 

○ 我那覇隆文 総務課長 ただいまの質疑について、ご説明申し上げます。 

 今年度購入されている備蓄品の中には、女性専用という物での対応はされているものはございませんけ

れども、次年度計画されている同観光防災事業の中では、おむつ類であったり、女性専用の生理用品・用
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具というのも中には入れて計画はしております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○ 座間味 薫 議長 「質疑なし」と認めます。これで歳出１款から４款までの質疑を終わります。 

 次に歳出、６款農林水産業費から10款教育費までの質疑を行います。 

 質疑はありませんか。10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 質疑いたします。 

 84ページ、歳出、６款農林水産業費、１項農業費10目農村集落基盤再編・整備事業西地区、14節の工事

請負費のマイナスの209万円の説明を求めます。 

 それと次の86ページ、２目水産業振興費の12節委託料、マイナスの124万円の水産環境整備事業の説明

を求めます。 

 88ページの18節負担金、補助及び交付金の今帰仁村法人事業経営者等早期再建支援事業、これどういう

事業なのか。マイナス1,095万円の事業ですね。 

 92ページ、８款土木費の中の12節から14節、16節、21節と、村道古宇利一周線道路改築工事、マイナス

の2,010万円、それと橋梁等長寿命化点検調査マイナス138万3,000円と、もうひとつ道路施設老朽化対策

点検調査マイナス200万5,000円と、14節工事請負費の古宇利一周道路改築事業のマイナス5,000万円、そ

れと公有財産購入費の古宇利一周道路改築事業のマイナス3,005万円のと、その下のマイナス86万円と古

宇利関係の事業がありますけど、これは今後どうしていくのか。説明を求めます。 

 そして93ページの、８款土木費、３項２目河川改良費、14節の工事請負費のマイナス2,030万5,000円の

今帰仁城跡周辺環境整備事業、この事業はなくなったのかどうか、説明を求めます。 

 最後に99ページ、10款教育費、12節委託料マイナス2,054万8,000円、中・高学生海外語学留学支援事業、

これはコロナでなくなってこうなったのかですね。それとタブレットＰＣ保守委託、マイナスの1,626万

円。 

 それと下の最後に18節負担金、補助及び交付金の、学校保健特別対策事業というのは、どういう事業な

のか。328万円の事業の説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二建設課長。 

○ 嶺井雄二 建設課長 10番與儀常次議員の質疑に対しまして、ご説明いたします。 

 84ページ、６款１項10目の14節工事請負費におきましては、減額でありますが、一応は調整をして12月

にも増額の補正をいたしました。県と調整をして増額できるということで調整したんですが、２月にでき

ないということで、そのまま150万円減額してありますが、150万円増にして、150万円減額です。事業に

は影響ありません。増額したのを、そのまま採択されなかったので、減額したということになります。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 10番與儀常次議員の質疑について、説明いたします。 

 86ページ、６款３項２目の12節委託料についてですけれども、これは浮き漁礁の更新のための委託料で

ございまして、その中で設計計画業務項目が減になったということで、その分減額をしております。 
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 あと、88ページの７款１項２目、18節の今帰仁村法人事業経営者等早期再建支援事業についてですけれ

ども、これはコロナ禍にあって、個人と自営業者についても、５万円の支援をしたわけですけれども、法

人についても、今回追加で支援をしていこうという中での事業でございました。今回計画は225件計画は

していたんですけれども、実績のほうで51件でありましたので、その差額分の減額ということになります。

以上です。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二建設課長。 

○ 嶺井雄二 建設課長 ただいまの質疑についてご説明いたします。 

 92ページ、８款２項３目の11節から21節まで、こちらの古宇利一周線につきましては、１億円余りを計

上してありました。用地の取得が困難なため、令和２年度も休止です。事業が平成29年から令和３年度ま

での５年間の予定でしたが、令和２年度より休止しております。廃止ではなくて、ちょっと今、国と調整

をしながら休止の状態で今、手続を行っております。全額減になります。橋梁等長寿命化点検調査と道路

施設老朽化対策点検調査は、今回これは古宇利一周線とは別です。道路の調査を行いました。橋とトンネ

ルと、これは実績に基づいての減額になります。入札残に含めて減額となります。 

 93ページ、８款３項２目工事請負費、このマイナス2,000万円につきましては、港川の河川工事を行っ

ております。河川についての事業は予定通り。このマイナス2,000万円につきましては、無電柱化です。

城跡前の道の電柱を県道の光風会の通りに、今河川工事している通りに移設する予定だったんですが、い

ろいろ沖縄電力との調整がまだつかず、この2,000万円は減額にしております。無電柱化の予定でしたけ

れども、河川につきましては、予定通り。もう終わりました。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの10番與儀常次議員の質疑について、ご説明いたします。 

 99ページ、10款１項２目12節委託料の、中・高学生海外語学留学支援事業については、コロナの影響で

事業を中止しておりますので、全額減額しております。 

 同じく委託料の中のタブレットＰＣ保守委託料でございますが、これについては、１台２万円程度の保

守料を計上しておりましたが、タブレットの落札業者からの資料と情報をいただきまして、大体、タブ

レットを５年間ぐらいで故障するのが２％から４％ぐらいということで、情報をいただきまして、これを

1,626万円あげて、ＰＣの保守料を入れるよりは、スポットで壊れたものを取り換えたほうが、安くあが

る３分の１以下で抑えられるという話が納入業者からありましたので、その分で保守料を減額しておりま

す。 

 あと18節負担金、補助及び交付金の、学校保健特別対策事業でございますが、これはコロナ関係の国の

第３次補正による感染症対策の事業でありまして、学校における感染症対策の支援ということで、各学校

の校長の補助金の要綱に沿った形ではありますけれども、校長判断でなるべく使い勝手がいいようにとい

うことで、各学校80万円をめどに４校歳入を組んで、歳出については、端数処理で、各学校２万円ずつつ

けております。82万円掛けるの４校で計上をしております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 再度、お聞きします。 
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 84ページから、西地区再編・整備事業は、工事の予算の減額ということでの認識でいいのか。課長、マ

イナスの209万円、再度お伺いします。この西地区は、どの字なのか、お伺いします。 

 それと86ページ、浮き漁礁の入札残、委託料の残ということですけれども、この浮き漁礁は何か所ある

のか。今後また漁礁が足りなければ、事業拡大してプラスするのかどうか、お伺いします。 

 92ページ、古宇利の一周線道路は、平成29年度から令和３年度までということで2,000万円のマイナス

ということですけれども、これは保留なのか、中止なのか、はっきり言って。これ道路工事は、休止して

また予算がつくのか。土地の購入で一番困っているのは古宇利地区だと思います。今後、どういう条件な

るのか。いつまでもこうして予算が置けるのか。この予算は置いて、一応は戻してから、また組むのか、

お伺いします。工事費の5,000万円も一緒だと思いますので、新たにまた令和３年度でこの事業は切れま

すので、また組めるのかどうか、お伺いします。 

 次に、93ページ、今帰仁城跡周辺環境整備事業、無電柱化。これは沖縄電力との調整で今回できなかっ

たけど、来年度はこれに向けてまたできるのかどうか。調整がつかなければそのまま置いて、何年も置い

てからやるのか。お伺いします。 

 最後に99ページ、教育費、中・高学生海外語学留学支援事業は、コロナのためにできなかった。今年は

できるのかどうか、予算を組むのかどうかお伺いします。 

 もう一つ、タブレットは保守点検云々で、業者と相談したらやるということですので、点検次第では新

しいのを買うのかどうかですね。その点をお伺いします。以上。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二建設課長。 

○ 嶺井雄二 建設課長 ただいまの質疑について説明いたします。 

 84ページ、農村集落基盤再編・整備事業西地区につきましては、地区については今泊、兼次、諸志です。

今回、令和２年度で事業終わりになりますけれども、この工事費の減になります。今現在、長嶽に防火水

槽を設置して、繰り越しの予定にしております。長嶽の集落に防火水槽を、一応この工事費が減になると

いうことになります。 

 次、93ページ、無電柱化につきましては、今年度は計上しておりません。河川工事だけです。無電柱化

についてはやる予定はしておりません。実際に沖縄電力が渋っておりますので、ちょっと実現性がないた

めに、河川だけをやる予定にしております。 

 古宇利につきましては、休止の状態でいつでもできる方向で内閣府とは詰めておりますが、令和３年度

も予算は計上はしておりません。予算がつくかは断言はできませんが、今実際に古宇利の拠点施設ができ

ているせいで、道路整備の要望があれば、そのままのっかって古宇利一周線を整備しようという考えで、

一応は休止の予定にしております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 ただいまの質疑について説明いたします。 

 86ページの水産業振興費の12節委託料、水産環境整備事業の減についてですけど、令和３年度で今回、

更新の予定です。更新の予定ですので、これの更新のための今、設計を行っているという状況です。古宇

利の灯台よりおおむね15キロ程度の沖に近海に設置されているということで、全体的にエリアは１つなの
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ですが、その中に２基を設置するということになります。その更新のための、令和２年度に関しては設計

委託を行っているという状況です。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質疑について、ご説明いたします。 

 99ページ、10款１項２目12節の委託料、中・高学生海外語学留学支援事業ですが、今年度はコロナの影

響で実施できませんでしたが、中学生、高校生とても語学に生で触れるチャンスということで、貴重な体

験ができるプログラムと考えておりましたので、実施はやっていきたいと考えておりますが、まだ先のこ

とでもございますし、状況によって判断していくということになると思います。留学先についても、この

留学先のコロナの状況等にもよるかと思いますので、この辺も勘案しながら判断していくことになるかと

思います。 

 続いて、ＰＣの買い替えというお話でしたが、現在、発注済のもので予備の機械が何台かありますので、

現在、パソコン教室等にありますデスクトップだったり、仕事で使っているような、業務で使っているよ

うなノートＰＣだったり、今後更新の時期に来ましたら、これをタブレットに買い替えていく。デスク

トップ等、残すべき台数は検討しながら残していく。そして買い替えていく。更新していくということで

対応したいと考えております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 １点だけ、建設課長。古宇利はまだ希望は捨てていないということがあった

んですけれども、村長、古宇利の現状、向こうの区長とも相談をしながら、説明をしながら、懇談会なり

しながら古宇利は、今の状況だったら絶対にできないといいながら、していかないと、ただこんなにして

言っていたら、いつまでもできない感じがするんです。古宇利の今、土地の値段云々見たら、本土の方が

道路の周辺みんな買ったら、この単価でしかということで考えますので、ぜひ１回でもいいから、現状は

そうだからということでの説明は入れるべきじゃないかと思っています。しないと全然、前に進まない感

じで、課長だけが難儀をして、みんなで古宇利の状況を説明しながら、「こういう状況だったら、できま

せん」ということもしながらいかない限りは、古宇利の一周線は事業は進まない感じがするんですけど、

この辺、村長の今後の見解、どういうふうに進めていくのか。古宇利の住民との関わりも含めてやりなが

ら、必要だけどできないという形で、予算をつけているけどできないという形になっていますので、ぜひ

答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 久田浩也村長。 

○ 久田浩也 村長 ただいま10番與儀常次議員の質疑に、お答えをしたいというふうに思っております。 

 この古宇利一周線の改築事業の件でございますけれども、議員おっしゃるように大変、ハードルが高い

事業になっているんだろうなというふうに認識をしているところでございます。 

 この事業概要でありますけれども、交通基盤については、観光そしてまた産業振興を支えるインフラと

して、交通の利便性、向上に資する道路を整備することとうたっていると思います。今後、コロナが収束

しますと、また古宇利島には多くの観光客が訪れることが予想されるという観点からも、やはり道路の整

備の必要性はおのずと出てくるのではないかという認識をしているところでありますけれども、行政とし
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てもしっかりとこの今後、道路改築に関わる関係者、そしてまた地権者のご理解を賜るよう、鋭意我々こ

れは担当課と、あるいは全庁挙げて取り組んでいきたいというふうに考えているところでございます。以

上です。 

○ 座間味 薫 議長 ただいまの10番與儀常次議員の質疑は既に３回に達しましたが、会議規則第55条

ただし書きの規定により、特に発言を認めます。10番與儀常次議員。 

○ 10番 與儀常次 議員 今、村長がいろいろと答弁が出ました。ぜひですね、みんなで取り組んでい

かないとできない地域だと思っています。せっかく古宇利に、今帰仁村の観光拠点産地ということで、い

いものつくって、大型クルーズ船の受け入れ態勢もできている状況の中で、地元の道が悪ければ、今後は

交通事故にもつながる可能性があるんです。ぜひその点も含めながら、道路整備、特に一周道路ぐらいは

整備すべきだと思いますので、ぜひみんなで力を合わせて取り組むように努力してもらいたいと思います。

以上、終わります。 

○ 座間味 薫 議長 ほかに質疑ありませんか。６番吉田清尊議員。 

○ ６番 吉田清尊 議員 89ページ、７款１項５目景観形成強化事業、14節の電柱移動工事、それから

21節補償、補填及び賠償金の景観形成強化事業、この詳しい内容について、お伺いします。 

 それから99ページ、一番下ですけど、10款教育費、１項教育総務費の中の20節貸付金300万円、今帰仁

村入学準備金貸付事業300万円の減、その詳細について、お伺いいたします。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二建設課長。 

○ 嶺井雄二 建設課長 ６番吉田清尊議員の質疑に対しまして、ご説明いたします。 

 89ページ、７款１項５目景観形成強化事業、工事費の５万円につきましては、今現在、工事を行ってお

ります喜屋武材木店の後ろ、愛のところに電柱が立っておりまして、移設は沖縄電力がやります。この工

事については、下請けで地元の業者に発注する予定にしております。 

 21節の補償費につきましては、喜屋武材木店の昔の屋敷ですか、倉庫があるんですが、排水側に国道側

に、長さが９メートル、高さ５メートルぐらいのブロック塀が積まれていて、これを補償で取り壊す予定

にしております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後３時40分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後３時41分） 

 嶺井雄二建設課長。 

○ 嶺井雄二 建設課長 失礼しました。訂正いたします。 

 喜屋武さんの住宅の跡地になります。現在、喜屋武材木店ではありません。訂正いたします。 

 字は仲宗根です。現在の喜屋武さんの自宅の向かい側になりますけれども、旧店舗でいいんですかね。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後３時41分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後３時42分） 

 嶺井雄二建設課長。 

○ 嶺井雄二 建設課長 訂正いたします。 

 旧材木置き場になります。補償費になります。以上です。 
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○ 座間味 薫 議長 ６番吉田清尊議員。 

○ ６番 吉田清尊 議員 この工事請負費がありますけれども、それから補償、補填及び賠償金ですね。

この旧喜屋武材木店の周辺の道路整備の一環で、電柱を撤去しなければいけない、景観強化しなければい

けないということでの、この工事の一環なのか。その工事の一環であれば、その工事の現在の工事の状況

とか、今後の完成、完工予定とかあれば、お伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二建設課長。 

○ 嶺井雄二 建設課長 ただいまの質疑について説明いたします。 

 この事業につきましては、一括交付金を活用しております。現在も排水路の北部製糖の入り口のほうか

ら、排水路を整備しておりまして、去年は元の喜屋武材木店の前の排水路をやっております。今回は繰り

越しになるかと思いますが、スナック愛の前から居酒屋満漁丸前まで行います。令和３年度につきまして

は、御食事処なーはー屋の前から、前の田港広場ですか、今は住宅が建っていますけれども、の通りと、

あれは大城先生の家の向こうまで、排水と道路の整備を行う予定です。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後３時45分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後３時46分） 

 ６番吉田清尊議員。 

○ ６番 吉田清尊 議員 この工事、ずっと地域住民が長く待ち望んでいましたけど、いよいよ終了に

近づいているということでありますけれども、繰り越して令和３年度の末までに、工事が完了予定なのか。

あるいはおおよそでよろしいですけど、令和３年の夏ごろに工事が完了予定なのか、お伺いします。 

○ 座間味 薫 議長 嶺井雄二建設課長。 

○ 嶺井雄二 建設課長 ただいまの質疑について、説明いたします。 

 現在、行われている令和２年度の事業につきましては、８月ぐらいで完了かと思っております。令和３

年度につきましては、令和２年度完了後に発注して行う事業につきましては、単年度事業ですので、令和

３年度で一応、完了の予定であります。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 暫時休憩します。 （休憩時刻 午後３時47分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後４時00分） 

 ほかに質疑ありませんか。９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 歳出82ページの６款１項２目12節、弁護士タイムチャージ料44万円の説明と。 

 99ページ、10款１項２目20節貸付金、入学準備金のマイナスの説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 久田哲史経済課長。 

○ 久田哲史 経済課長 ９番山城 太議員の質疑について、説明いたします。 

 82ページ、６款１項２目12節委託料、弁護士のタイムチャージ料44万円の計上ですけれども、これは裁

判所の書類作成委託業務に関して、弁護士から今回、書類の作成について、こちらのほうでわからない点

とか、習うためのチャージ委託料となっておりまして、弁護士の中では、報酬ではなく委託で組んでくれ

ということだったものですから、その分、計上しているという状況です。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 
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○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの９番山城 太議員の質疑について、ご説明いたします。 

 99ページから100ページにまたがってですが、10款１項２目20節貸付金の今帰仁村入学準備金貸付事業

でございますが、当初30万円掛けるの20名で600万円、予算を当初で計上しております。２月、最終補正

の段階になりまして、申し込み者が５名おりました。それで残りの期間で何名来るか見通せないところも

あったので、多く見積もって10名ということで、半分を減額しておりますので、30万円掛ける10名を今、

予算として残している状況です。昨日現在で今、７名申し込みがありまして、１名は合格通知が届き次第、

執行できるという状態になっております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 弁護士の件は理解できました。 

 今の300万円の貸付金の件なんですが、もう何年になりますか。これ年度、年度どれぐらいで推移され

ているのか。把握されているか、説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質疑について、ご説明いたします。 

 平成28年度から事業を開始しております。平成28年度の借り入れ実績については10名、平成29年度から

令和元年度までが５名です。今年度については、最終合格通知がもらえれば７名、その後に３月までにま

た申し込み者が増える可能性はありますが、現在のところ７名かなと考えております。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 初年度だけが10名で、あとは１ケタ台で推移しているということですよね。

であるなら20名でなくて、もう少し10名でもいいから縮めて、少なくして金額を上げてみたらどうですか。

なぜこの数字が推移されているのか。内容といいますか、何ですか。なかなか申し込み者が増えない。そ

の辺、アンケート等調査をされたことがあるのか。説明を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質疑について、ご説明いたします。 

 議員おっしゃるように金額を上げると利用者が増えるのかどうかというところ、内部ではありますが、

検討したことはございます。ただこれは貸付を行って、その年の10月から償還が始まってまいります。償

還が始まってまいりますけれども、この償還金と、あとはふるさと納税等をお願いして、基金積立で事業

を行っているわけですけれども、それの償還の状況が今現在、大体７、８名ぐらいが長期ではないですけ

れども、半年以上の滞納が続いている方がいらっしゃいます。ということを考えると、借りる分には必要

なときにはいいのかなというところはありますけれども、その後の返済等も考慮しながら、制度を決めて

いかなければいけないのかなと思いますので、検討課題ではあるかと考えています。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 ただいまの９番山城 太議員の質疑は既に３回に達しましたが、会議規則第55条

ただし書きの規定により、特に発言を認めます。９番山城 太議員。 

○ ９番 山城 太 議員 そろそろ大まかな見直しが必要、改善が必要だと思うんです。この準備金を

活用して入学され、卒業され、また地元に帰ってきて何年住んだら、これがチャラになるとか。わかりま

す。返さないでいいみたいな。もし県外に行って、戻ってきて、今帰仁村で仕事をして、何年か住んでそ
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の返済を免除とか、奨学金にも当てはまると思いますけれども、県外はあっちこっちでやっているサービ

スですけど、そういったことも県外視察に行って、いろいろと調べてみてはいかがでしょうか。以前、鹿

児島県に行ったときには、ぶり奨学金でそういうこともやっていました。そういうことを見習う自治体も

結構増えてきています。その辺のお考えを、再度答弁を求めます。 

○ 座間味 薫 議長 桃原秀樹学校教育課長。 

○ 桃原秀樹 学校教育課長 ただいまの質疑について、ご説明いたします。 

 この入学準備金の性格については、子供たちの進学に合わせて入学金、またはアパートの一時金であっ

たりということで、借りる側としては、学生の保護者が借りることになりますので、原則、今帰仁村に住

んでいらっしゃる方ということになりますので、県外に出て、子供たちが帰ってきてからというよりは、

借りた次の年の10月から償還が始まるということになりますので、今のところこの要綱・要領等に免除の

規定はございませんので、今はできる状況ではありません。以上です。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後４時11分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後４時13分） 

 ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○ 座間味 薫 議長 「質疑なし」と認めます。これで歳出の質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○ 座間味 薫 議長 「討論なし」と認めます。 

 これから「議案第21号 令和２年度今帰仁村一般会計第12回補正予算について」を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○ 座間味 薫 議長 「異議なし」と認めます。 

 したがって「議案第21号 令和２年度今帰仁村一般会計第12回補正予算について」は、原案のとおり可

決されました。 

○ 座間味 薫 議長 休憩します。 （休憩時刻 午後４時13分） 

○ 座間味 薫 議長 再開します。 （再開時刻 午後４時14分） 

 お諮りします。 

 本日の会議はこれで延会にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○ 座間味 薫 議長 「異議なし」と認めます。 

 したがって本日は、これで延会にすることに決定しました。 

 本日はこれで延会いたします。お疲れさまでした。 

（延会時刻 午後４時14分） 


